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１．調査の概要 

 

 

１．調査の目的 

 

次期教育振興基本計画（2021～2030）策定に向け、アンケートを通じて市民のニーズ

等を的確に把握し、計画に反映させることをもって、市の教育の充実・振興を図ること

を目的として実施しました。 

 

２．調査の位置づけ 

 

次期総合計画（2021～2030）策定に向け、市長部局が実施した市民向けアンケート（対

象：3,000人）及び団体向けアンケート（対象：601団体）を基礎的な調査と位置づけ、

本アンケートは関係者や保護者、児童生徒を中心とし、より教育に特化した内容と位置

付け実施しました。 

 

３．調査の実施期間 

 

配布期間：平成 30 年 12月 ５日（水）～ 12月 ７日（金） 

回答期間：平成 30 年 12月 10日（月）～ 12月 14日（金） 

 

４．調査の対象と回答率 

 

アンケート調査は、成人及び児童生徒を対象としました。 

成人は、教育委員会附属機関等の委員等教育に知見を有する者並びに市内の保育園・

幼稚園・認定こども園に通う年少児、市立小学校４年生及び市立中学校１年生の保護者

の 1,892名・団体を対象とし、1,328名・団体（回答率 70.2％）から回答がありました。 

児童生徒は、市立小学校４年生及び市立中学校１年生の児童生徒 985 名を対象とし、

737名（回答率 74.8％）から回答がありました。 

児童生徒及びその保護者については、計画初年度の 2021 年４月に、小学校１年生、

中学校１年生、高等学校１年生（相当の年齢）となる学年を抽出し、現在、市内の保育

園・幼稚園・認定こども園に通う年少児、小学校４年生及び中学校１年生の児童生徒及

び保護者を対象としました。 

詳細は、次ページの表のとおりです。 
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表１ アンケート区分別回答率 

区分 区 分 名 称 対象数 回答数 回答率 

Ａ 教育委員会附属機関等の委員 １７５ １２０ ６８.６％ 

Ｂ 市内教育関係機関等 ５７ ４５ ７８.９％ 

Ｃ 社会教育関係団体等 ２７７ １８３ ６６.１％ 

Ｄ 

保護者合計 １,３８３ ９８０ ７０.９％ 

  

１ 市内の保育園・幼稚園・認定

こども園に通う年少児（相

当）の保護者 

３９８ ２４３ ６１.１％ 

２ 市立小学校４年生の保護者 ４８０ ３２４ ６７.６％ 

３ 市立中学校１年生の保護者 ５０５ ４１３ ８１.８％ 

Ｅ 

児童・生徒合計 ９８５ ７３７ ７４.８％ 

  
１ 市立小学校４年生の児童 ４８０ ３２４ ６７.６％ 

２ 市立中学校１年生の生徒 ５０５ ４１３ ８１.８％ 

合     計 ２,８７７ ２,０６５ ７１.８％ 

※回答率については、小数点以下第２位を四捨五入。 

 

 

５．回答者の属性 

 

（設問Ａ）年齢構成 

回答者の年齢構成について、回答者全体でみると、もっとも多い年齢層は 40代（636

人、47.9％）となっており、次いで 30代（304人、22.9％）となっています。 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、もっとも多

い年齢層は 40 代（43 人、35.8％）となっており、次いで 50 代（36 人、30.0％）と

なっています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、もっとも多い年齢層は 50代（19人、

42.2％）となっており、次いで 70代（10人、22.2％）となっています。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、もっとも多い年齢層は 70代（86人、

47.0％）となっており、次いで 60代（53人、29.0％）となっています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、もっとも多い年齢層は 40代（577人、58.9％）と

なっており、次いで 30代（295人、30.1％）となっています。 
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（設問Ｂ）性別構成 

回答者の性別構成について、回答者全体でみると、男性（300 人、22.6％）、女性

（1,003人、75.5％）となっています。 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、男性（70人、

58.3％）、女性（50 人、41.7％）となっています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、男性（36人、80.0％）、女性（９人、

20.0％）となっています。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、男性（97人、53.0％）、女性（83人、

45.4％）となっています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、男性（97 人、9.9％）、女性（861 人、87.9％）とな

っています。 
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（設問Ｃ）地区構成 

回答者の地区構成について、回答者全体でみると、もっとも多い地区は東部地区

（338人、25.5％）となっており、次いで大曲地区（326人、24.5％）、団地地区（285

人、21.5％）、西の里地区（168 人、12.7％）、西部地区（117 人、8.8％）、北広島市

外（62人、4.7％）となっています。 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、もっとも多

い地区は団地地区（38人、31.7％）、次いで東部地区（25人、20.8％）、大曲地区（16

人、13.3％）、西の里地区（15人、12.5％）、北広島市外（15人、12.5％）、西部地区

（10人、8.3％）となっています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、もっとも多い地区は団地地区（18人

40.0％）、次いで北広島市外（11人、24.4％）、大曲地区（６人、13.3％）、東部地区

（４人、8.9％）、西の里地区（４人、8.9％）、西部地区（２人、4.4％）となっていま

す。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、もっとも多い地区は団地地区（70人、

38.3％）、次いで東部地区（42人、23.0％）、大曲地区（38人、20.8％）、西の里地区

（18人、9.8％）、西部地区（７人、3.8％）、北広島市外（６人、3.3％）となってい

ます。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、もっとも多い地区は東部地区（267 人、27.2％）、

次いで大曲地区（266 人、27.1％）、団地地区（159人、16.2％）、西の里地区（131人、

13.4％）、西部地区（98 人、10.0％）、北広島市外（30 人、3.1％）となっています。 
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２．調査の結果Ⅰ（成人対象） 

 

 

１．調査結果の概要 

 

成人アンケートでは、次の６問について実施しました。 

 

設問１ 2030年以降の日本の社会について、（Ａ）到来すると考える社会、（Ｂ）実

現すべきと考える社会（選択式、一部自由記述式） 

設問２ 北広島市の子どもに身につけてほしい力の重要度（選択式） 

設問３ 北広島市の子どもに身につけてほしい力について（自由記述式） 

設問４ 北広島市教育目標について（自由記述式） 

設問５ 北広島市が取り組むべき教育施策の重要度について（選択式） 

設問６ 北広島市が取り組むべき教育施策や今後の方向性について（自由記述式） 

 

設問１では、多くの方が「少子高齢社会」や「人口減少社会」が到来すると考えてお

り、こうした社会の到来を見据え、「地域共生社会」、「持続可能な社会」、「共生社会」

を実現すべきと考えていることが分かりました。また、国際化の進展や人工知能等の技

術革新などの社会変化の中で、「グローバル社会」や「超スマート社会」を実現すべき

と考えていることが分かりました。 

設問２では、17の力について、いずれも肯定的な意見（「とくに重要」、「重要」の合

計）が 70％超となっており、「生涯を通じて成長するために必要となる基礎的な学力」、

「社会で自立していくための力」、「問題を自ら解決していく思考力・判断力・表現力」、

「適切なコミュニケーションをとる力」、「健康や体力を維持・向上するための力」、「規

則正しい食事や睡眠など望ましい生活習慣を実践する力」、「自ら学ぼうとする意欲・態

度」、「夢や目標に向かって挑戦する態度」、「生命や人権を尊重する心」、「他者を尊重し、

共に生きていく心や態度」は、肯定的な意見が 90％超となっています。 

また、設問３の自由記述式では、「思いやり」や「他者尊重」、「協調性」、「自己決定」

などの意見がありました。 

設問４では、概ね肯定的ではあるものの、現在に合った文言に見直すべきなどの意見

がありました。 

設問５では、25の施策について、肯定的な意見（「とくに重要」「重要」）が 90％超と

なる施策「基礎的な知識・技能やそれらを活用する力など確かな学力を育てる教育の充

実を図ること」から、70％未満ものまで重要度に差があることが明らかになりました。 

また、設問６の自由記述式では、教育行政に限らず幅広い視点からご意見をいただき

ました。 
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２．2030年以降の社会について 

 

設問１は、次期計画期間の終期である 2030 年以降に「到来すると思う社会」と「実

現すべき社会」に対する認識を把握するために実施したものです。 

教育の目的の一つとして、社会を担う人材育成があります。この設問を通して、本市

の教育は、どのような社会で活躍する人材を育成するのか、その方向性を明らかにする

ために行いました。 

調査の結果、多くの方が「少子高齢社会」や「人口減少社会」が到来すると考えてお

り、こうした社会の到来を見据え、「地域共生社会」（注１）、「持続可能な社会」（注２）、

「共生社会」（注３）を実現すべきと考えていることが分かりました。また、国際化の

進展や人工知能等の技術革新などの社会変化の中で、「グローバル社会」や「超スマー

ト社会」（注４）を実現すべきと考えていることが分かりました。 

 

注１ 地域共生社会… 

地域住民や地域の多様な主体が、世代や分野を超え、住民一人ひとりの暮らしと生き

がい、地域をともに創っていく社会。 

注２ 持続可能な社会… 

「持続可能な開発」の考え方に基づき、現在の世代及び未来の世代のニーズを満たすこ

とができる社会。 

注３ 共生社会… 

全ての国民が障がいの有無にかかわらず、互いに人格と個性を尊重し合い、理解し合

いながら共に生きていく社会。 

注４ 超スマート社会（Society5.0）… 

現在の情報社会に続く、AIなどサイバー空間と現実空間を高度に融合させたシステム

により経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会。  

注５ 人生 100 年時代… 

誰もが経済事情にかかわらず夢に向かって頑張ることができる社会。いくつになって

も学び直しができ、新しいことにチャレンジできる社会。 

 

 

（設問１－Ａ）到来すると考える社会について（図４－１～５） 

全体では、「少子高齢社会」（834人）がもっとも多く、次いで「人口減少社会」（233

人）、「人生 100 年時代」（注５／70 人）、「超スマート社会」（64 人）、「グローバル社

会」（42人）と続いています。 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、「少子高齢社

会」（65人）がもっとも多く、次いで「人口減少社会」（30人）と続いています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、「少子高齢社会」（23人）がもっとも

多く、次いで「人口減少社会」（９人）、「超スマート社会」（６人）と続いています。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、「少子高齢社会」（88人）がもっとも

多く、次いで「人口減少社会」（47人）、「人生 100年時代」（22人）と続いています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、「少子高齢社会」（658人）がもっとも多く、次いで

「人口減少社会」（147人）、「超スマート社会」（49人）、「人生 100年時代」（36人）、

「グローバル社会」（32人）と続いています。 
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※単位及び選択肢は、図４－１～５とも共通 
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（設問１－Ｂ）実現すべきと考える社会について（図５－１～５） 

全体では、「地域共生社会」（263 人）がもっとも多く、次いで「持続可能な社会」

（241 人）、「共生社会」（197 人）、「人生 100 年時代」（184 人）、「グローバル社会」

（129人）、「男女共同参画社会」（74人）、「生涯学習社会」（70人）と続いています。 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、「地域共生社

会」（42人）がもっとも多く、次いで「持続可能な社会」（29人）、「共生社会」（20人）

と続いています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、「持続可能な社会」（15 人）がもっと

も多く、次いで「地域共生社会」（13人）と続いています。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、「地域共生社会」（62人）、「持続可能

な社会」（29人）、「共生社会」（22人）、「人生 100年時代」（20人）、「生涯学習社会」

（14人）と続いています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、「持続可能な社会」（168人）、「人生 100年時代」と

「共生社会」（ともに 152人）、「地域共生社会」（146人）、「グローバル社会」（109人）

と続いています。 

 

（設問１：自由記述）到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会について 

到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会について、「11．その他」を選

択したもののうち、具体的な記述があったのは、到来すると考える社会３件、実現す

べきと考える社会７件となっています。 

到来すると考える社会については、「一極集中社会」、「地球温暖化と災害多発」「異

常気象対応」となっています。 

実現すべきと考える社会については、「格差がなくどんな職業でも希望をもって就

労出来る社会」「健康でいられること」などがありました。 
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※単位及び選択肢は、図５－１～５とも共通 
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（年代別分析）到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会について 

到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会について、年代別に集計を行い

ました。 

到来すると考える社会については、全年代で共通して「少子高齢社会」「人口減少

社会」が 70％超を占めています。10～20代では「超スマート社会」が約 10％と他の

年代より多く、また、60代及び 70代では「人生 100年時代」が約 11％と他の年代よ

り多くなっています。 

実現すべきと考える社会については、年代が高くなるほど「地域共生社会」の割合

が多くなり、また、年代が若いほど「人生 100年時代」「グローバル社会」「持続可能

な社会」など多様な社会観を示しています。 
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（単位：人） 

（単位：人） 
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３．北広島市で育つ子どもに身につけて欲しい力について 

 

設問２及び設問３は、本市の教育を通じて、子どもに身につけて欲しい力（心や態度

を含む）についての認識を把握するために実施しました。 

設問２については、次の 17 の力の重要度について選択式とし、設問３については自

由記述式としました。 

 

１．生涯を通じて成長するために必要となる基礎的な学力 

２．社会で自立していくための力 

３．ＩＣＴ（注）など新たな技術を活用する力 

４．問題を自ら解決していく思考力・判断力・表現力 

５．新たな価値を創造する力 

６．適切なコミュニケーションをとる力 

７．健康や体力を維持・向上するための力 

８．規則正しい食事や睡眠など望ましい生活習慣を実践する力 

９．自ら学ぼうとする意欲・態度  

10．社会的自立に向けた勤労を重んじる態度  

11．夢や目標に向かって挑戦する態度  

12．自然や芸術など美しいものに対し感動する心 

13．生命や人権を尊重する心 

14．他者を尊重し、共に生きていく心や態度 

15．日本の自然や文化・伝統を大切に思う心や態度 

16．社会のルールや正義・公正さを重んじる心や態度 

17．より良い社会の実現のため、主体的に社会に参画する態度 

 

注 ＩＣＴ… 

情報通信技術（Information and Communication Technology）。インターネ

ットやスマートフォンなどの情報技術（IT）に加え、情報技術を活用し、医

療や教育分野等において情報や知識の伝達・共有などへの活用方法を含む概

念。  

 

 

調査の結果、設問２においては、調査区分の違いに関わらず各問とも似た回答傾向を

示しており、全問を通して肯定的な意見（「とくに重要」、「重要」の合計）が 70％超と

なっています。とくに、問１、２、４、６～９、11、13、14については、肯定的な意見

が 90％超となっています。 

 

調査区分別にみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】では、問２、４、６、

13、14が、「とくに重要と考える」割合が多くなっています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では、問１、２、４、６、11が、「とくに重要

と考える」割合が多くなっています。 
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次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、問４、13が、「とくに重要と考える」割

合が多くなっています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】では、問２、４、６、13、14が、「とくに重要と考える」割

合が多くなっています。 

 

（設問２－１）生涯を通じて成長するために必要となる基礎的な学力（図７－１） 

全体では、「重要」757人（57.0％）、「とくに重要」505人（38.0％）の順に肯定的

な意見が 1,262人（95.0％）となっています。この傾向については、調査区分【区分

Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示しています。 

 

（設問２－２）社会で自立していくための力（図７－２） 

全体では、「とくに重要」795人（59.9％）、「重要」496人（37.3％）の順に肯定的

な意見が 1,291人（97.2％）となっています。この傾向については、調査区分【区分

Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示しており、とくに【区分Ｂ：市内教育関係機関等】におい

ては、「とくに重要」32人（71.1％）が、他の調査区分と比べ、10.0％以上高い結果

となっています。 

 

（設問２－３）ＩＣＴなど新たな技術を活用する力（図７－３） 

全体では、「重要」796人（59.9％）、「とくに重要」177人（13.3％）の順に肯定的

な意見が 973 人（73.2％）となっています。一方で、「どちらとも言えない」301 人

（22.7％）と「とくに重要」よりも多く、また、他の設問と比べ否定的な意見が 38人

（2.9％）と多い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果

においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問２－４）問題を自ら解決していく思考力・判断力・表現力（図７－４） 

全体では、「とくに重要」820人（61.7％）、「重要」467人（35.2％）の順に肯定的

な意見が 1,287人（96.9％）となっています。この傾向については、調査区分【区分

Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示しています。【区分Ｃ：社会教育関係団体等】では、「とく

に重要」89人（48.6％）と「重要」84人（45.9％）が同程度となっています。 
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無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 

※図７－１～17は 17の問を簡略化して表記しています。また、単位は人です。 
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（設問２－５）新たな価値を創造する力（図７－５） 

全体では、「重要」778人（58.6％）、「とくに重要」258人（19.4％）の順に肯定的

な意見が 1,036人（78.0％）となる一方、「どちらとも言えない」が 254 人（19.1％）

と「とくに重要」と同程度となっています。この傾向については、各調査区分の回答

結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問２－６）適切なコミュニケーションをとる力（図７－６） 

全体では、「とくに重要」643人（48.4％）、「重要」621人（46.8％）がおおむね同

程度となっており、肯定的な意見は 1,264人（95.2％）となっています。この傾向に

ついては、調査区分【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｂ：市内教育関

係機関等】及び【区分Ｄ：保護者】で同様の傾向を示しています。【区分Ｃ：社会教

育関係団体等】では、「重要」109 人（59.6％）が「とくに重要」58 人（31.7％）を

20.0％以上上回る結果となっています。 

 

（設問２－７）健康や体力を維持・向上するための力（図７－７） 

全体では、「重要」798人（60.1％）、「とくに重要」407人（30.6％）の順に肯定的

な意見が 1,205人（90.7％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しており、とくに【区分Ｄ：保護者】においては、

「とくに重要」321 人（32.8％）と、他の調査区分と比較し、高い回答結果となって

います。 

 

（設問２－８）規則正しい食事や睡眠など望ましい生活習慣を実践する力（図７－８） 

全体では、「重要」800人（60.2％）、「とくに重要」406人（30.6％）の順に肯定的

な意見が 1,206人（90.6％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示していますが、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の

委員】及び【区分Ｃ：社会教育関係団体等】においては、「どちらとも言えない」が

10.0％以上と、他の調査区分と比較して高い回答結果となっています。 

 

（設問２－９）自ら学ぼうとする意欲・態度（図７－９）  

全体では、「重要」694人（52.3％）、「とくに重要」565人（42.5％）の順に肯定的

な意見が 1,259人（94.8％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問２－10）社会的自立に向けた勤労を重んじる態度（図７－10） 

全体では、「重要」822人（61.9％）、「とくに重要」317人（23.9％）の順に肯定的

な意見が 1,139人（85.8％）となる一方で、「どちらとも言えない」が 167人（12.6％）

と他の設問に比べて高い回答結果となっています。この傾向については、【区分Ｂ：

市内教育関係機関等】を除く各調査区分の回答結果においても同様の傾向を示し、と

くに【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】においては、「とくに重要」28人（23.3％）

と「どちらとも言えない」26人（21.7％）が同程度となっております。 
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無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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（設問２－11）夢や目標に向かって挑戦する態度（図７－11）  

全体では、「重要」681人（51.3％）、「とくに重要」529人（39.8％）の順に肯定的

な意見が 1,210人（91.1％）となっています。この傾向は、調査区分【区分Ａ：教育

委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】

で同様の傾向を示す一方で、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては、「とくに重

要」24人（53.3％）が「重要」17人（37.8％）を上回る結果となっています。 

また、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】及び【区分Ｃ：社会教育関係団体

等】においては、「どちらとも言えない」がそれぞれ 10.0％を超えており、他の調査

区分より高い回答結果となっています。 

 

（設問２－12）自然や芸術など美しいものに対し感動する心（図７－12） 

全体では、「重要」804人（60.5％）、「とくに重要」283人（21.3％）の順に肯定的

な意見が 1,087人（81.8％）となる一方、「どちらとも言えない」が 194 人（14.6％）

と他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向は、各調査区分においても

同様の傾向を示しています。 

 

（設問２－13）生命や人権を尊重する心（図７－13） 

全体では、「とくに重要」752人（56.6％）、「重要」525人（39.5％）の順に肯定的

な意見が 1,277人（96.1％）となっています。この傾向は、調査区分【区分Ａ：教育

委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】

で同様の傾向を示す一方で、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては、「重要」25

人（55.6％）が「とくに重要」20人（44.4％）を上回る結果となっています。 

 

（設問２－14）他者を尊重し、共に生きていく心や態度（図７－14） 

全体では、「とくに重要」645人（48.6％）、「重要」625人（47.1％）がおおむね同

程度となっており、1,270人（95.7％）となっています。各調査区分別にみると、調

査区分【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】及び【区分Ｄ：保護者】で同様の傾

向を示し、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】及び【区分Ｃ：社会教育関係団体等】で

は、「重要」が「とくに重要」を上回る結果となっています。 

 

（設問２－15）日本の自然や文化・伝統を大切に思う心や態度（図７－15） 

全体では、「重要」868人（65.4％）、「とくに重要」225人（16.9％）の順に肯定的

な意見が 1,093人（82.3％）となる一方で、「どちらとも言えない」188人（14.2％）

と他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向は、【区分Ａ：教育委員会

附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】で同様

の傾向を示す一方、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては、「どちらとも言えな

い」２人（4.4％）と、他の調査区分と比べ低い回答結果となっています。 
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図７－９ 自ら学ぼうとする意欲・態度
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図７－10 勤労を重んじる態度
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図７－11 夢に向かって挑戦する態度
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図７－12 自然や芸術など美しいものに感動する心

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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図７－13 生命や人権を尊重する心
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図７－14 他者を尊重する心や態度
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図７―15 日本の文化等を大切に思う心や態度
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図７―16 社会のルール等を重んじる心

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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（設問２－16）社会のルールや正義・公正さを重んじる心や態度（図７－16） 

全体では、「重要」726人（54.7％）、「とくに重要」506人（38.1％）の順に肯定的

な意見が 1,232 人（92．8％）となっています。この傾向は、各調査区分においても

同様の傾向を示していますが、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】においては、

「どちらとも言えない」13人（10.8％）と、他の調査区分と比べて高い回答結果とな

っています。 

 

（設問２－17）より良い社会の実現のため、主体的に社会に参画する態度（図７－17） 

全体では、「重要」831人（62.6％）、「とくに重要」220人（16.6％）の順に肯定的

な意見が 1,051人（79.2％）となる一方で、「どちらとも言えない」233人（17.5％）

と他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向は、【区分Ａ：教育委員会

附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】で同様

の傾向を示す一方、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては、「どちらとも言えな

い」４人（8.9％）と他の調査区分と比べ、低い結果となっています。 

 

 

 
 

（設問３）子どもに身につけて欲しい力について（自由記述式） 

設問３の自由記述式では、221件の意見がありました。 

「思いやり」や「他者尊重」に関する意見は 29件（他の分類と重複する意見を含む。

以下同じ。）となっており「他者を尊重し、共に生きていく心や態度」、「他者の痛み

を自分のことに置き換えられる事が出来る想像力や優しさ」、「自分より弱い立場の子

や障がいなどで同じことができない子などを差別することなく尊重でき、助けあうこ

とができる人」などがありました。一方で、他者だけでなく、「自らを大切に思う心」

や「自己肯定感」に関する意見は 15 件となっており、「自分自身を大切にする心」、

「（自分を）価値ある存在として重んじる自尊心」などがありました。 

「協調性」や「コミュニケーション」に関する意見は 28 件となっており、「他者の

考えや意見をしっかり聞き、受け止め、それに対する自分の考え・意見を自分の言葉

で伝える能力」、「他者と共同し、問題を解決していく力」、インターネットやスマー
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図７―17 主体的に社会に参加する態度

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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トフォンの急速な普及の中で「人対人でしっかり関わり、コミュニケーションをとれ

る力をつけて欲しい」などがありました。 

次に、「自己決定」や「判断力」に関する意見は 27 件となっており、「自ら考え、

行動していくこと」、「自分で決める力（自己選択、自己決定、自己責任）」、「情報化

社会の中で、必要な情報を正しく選択できる力」などがありました。 

「国際化」に関する意見は 22 件となっており、「グローバル化社会に向けて、国際

感覚や広い視野、価値観の共有」、「グローバル社会に対応出来るレベルの語学力」な

どがありました。 

「郷土への誇り」や「地域への貢献」に関する意見は 21 件となっており、「地元、

地域を愛する心」、「将来、北広島市出身だということを自信や誇りを持って言える」、

「北広島市を活性化させる意欲をもつ人」などがありました。 

「挑戦する態度」や「困難に負けない心」に関する意見は 16 件となっており、「チ

ャレンジ精神」、「自分の可能性を信じ努力する力」、「挫折や大きな失敗を乗り越える

気持ち」などがありました。 

このほか、「規範性・ルールを守ること」10件、「災害や犯罪から自分を守る力」９

件、「学力」７件、「あいさつ」７件、「変化に柔軟に対応する力」６件、「利他の心・

態度」６件などがありました。 

 

 

 

  



 

21 

 

４．北広島市教育目標について 

 

設問４は、昭和 44 年 8 月に設定された北広島市教育目標についての認識や意見を把

握するために自由記述式で実施し、160件の回答がありました。 

           

■北広島市教育目標（昭和 44 年 8 月設定） 

１ 北広島市民としての誇りと自覚を持つ人   

２ 協力して豊かなまちづくりに努める人   

３ 文化を高め生活の合理化を目指す人   

４ 健康な身体と豊かな心情や知性を持つ人    

５ 勤労を尊び生産を高める人 

 

回答では、「約 50年前によく考えた。今後も大切にしていただきたい」や「北広島市

の憲法のように思える素晴らしい」など、現行の教育目標について肯定的な意見（19件。

他の分類と重複する意見を含む。以下同じ。）がありました。 

一方、概ね肯定的ではあるものの、「昭和 44 年に作られた教育目標を 49 年間見直さ

ずに掲げていることが問題」「現代～未来社会のニーズに合った表現にした方が良い」

など見直すべきという意見は 21件ありました。 

また、「子ども達にこれらの目標が理解できているのか」や「抽象的なものが多い。」

「もっと噛み砕いても良いかと思う。」など「全体的にわかりにくい」とする意見（28

件）がありました。 

各項目でみると、目標１については、「誇りと自覚の定義があいまい」など 13件の意

見がありました。 

目標２については、「『協力』という言葉よりも『協働』」など時代に応じた文言を使

用しては」など３件の意見がありました。 

目標３については、「『生活の合理化』が効率性のみを追求する意味であれば反対。多

様性、ノーマライゼーション、様々な考えや価値観があることを自覚させることが必要」、

「高度経済成長時の感覚が色濃く残っており、決して悪いわけではないが、もう少し現

代～未来社会のニーズに合った表現にした方が良い」「合理化というよりも、生活を豊

かにする方がいい」など 32件の意見がありました。 

目標４については、「健康な身体」について「障がいのある方等への配慮に欠いてい

るのではないか」など３件の意見がありました。 

目標５については、「戦時中の人の言葉の様で、時代にあっていない」「『生産を高め

る人』よりも『社会に貢献する人』など、時代に応じた文言の使用を」など 22 件の意

見がありました。 

新たな提案として、「思いやりの心」「平和の大切さ」「他者への共感と共生」など 34

件の意見がありました。 
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５．北広島市が取り組むべき教育施策の重要度について 

 

設問５及び設問６は、本市の教育行政として取り組むべき教育施策の重要度について

把握するために実施しました。 

設問５については次の 25 の施策の重要度について選択式とし、設問６については自

由記述式としました。 

 

１．特色ある幼児教育への支援や幼稚園・保育所・小学校の連携など幼児教育の振

興や充実を図ること 

２．自然や生命を尊重する心など豊かな心を育む教育の充実を図ること 

３．基礎的な知識・技能やそれらを活用する力など確かな学力を育てる教育の充実

を図ること 

４．体力、運動能力の向上や望ましい食習慣の確立など健やかな体を育てる教育の

充実を図ること 

５．特別な支援を要する子ども一人ひとりの教育ニーズに応じた、きめ細かな指導

や支援を充実すること 

６．国際理解、福祉、人権、平和、キャリア教育（注１）など社会の課題等に対応

できる力を育む教育の充実を図ること 

７．中学校卒業時の「めざす子ども像」を共有し、小・中学校を通して系統的で連

続した小中一貫教育を推進すること 

８．コミュニティ・スクール（注２）など学校と保護者・地域住民との双方向の協

力など開かれた学校づくりを推進すること 

９．ＩＣＴなど社会の変化に応じ、質の高い学びを支える環境や安心して教育活動

が行える教育環境の整備を図ること 

10．子どもの基本的な生活習慣の確立など家庭の教育力向上への支援の充実を図 

ること 

11．いじめや不登校などの早期解決のため、スクールカウンセラーの活用など教育

相談体制の充実を図ること 

12．青少年の心身の健やかな成長のため、家庭・学校・地域の連携強化や各地域の

主体的な活動を支援すること 

13．各地区の特色を生かした市民の主体的な学習活動の支援の充実を図ること 

14. 国際化や共生社会の実現など社会の要請や個人の学習ニーズに対応した学習

機会の充実を図ること  

15．市民の主体的な学習活動を支えるため、施設・設備の充実など学習環境の整備

を促進すること    

16．自然や歴史的遺産を大切に守り育てることができるよう、学習機会の充実を図

ること 

17．郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・活用を進めるとともに、その環境の整備

を図ること 

18．あらゆる世代で読書活動が続けられるよう、市民との協働により図書館サー 

ビスの充実を図ること 



 

23 

 

 

19．家庭・学校・地域が一体となり、子どもの読書活動の推進を図ること 

20．市民が行う芸術文化活動の支援や優れた功績のある方の表彰を通じて、個性 

豊かな地域文化の創造に努めること 

21．市民ボランティアと協働し、芸術文化活動の振興を図ること 

22．ライフステージに応じたスポーツ活動や子どもや障がいのある方のスポーツ・

レクリエーション活動を支援すること 

23．スポーツ選手の育成や支援を通じて、競技スポーツの振興を図ること 

24．全道大会等へ出場する青少年の支援を通じて、スポーツの振興を図ること 

25. 多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備を図ること 

 
注１ キャリア教育… 

児童生徒の職業観・勤労観を育む教育のこと。 
注２ コミュニティ・スクール… 

学校運営協議会制度。学校と保護者や地域住民等が、学校運営や必要な支援につ
いて協議し、地域と一体となって特色ある学校づくりを進める仕組みのこと。 

 

調査の結果、肯定的な意見（「とくに重要」「重要」）はすべての問において 50％超と

なっており、90％超となるものは問３、80％超となるものは問２、４、５、11、12、70％

超となるものは問１、６、９、10，14、15、16、18、22、25、70％未満となるものは問

７、８、13、17、19、20、21、23、24と施策内容により重要度に差があることが明らか

になりました。 

また、調査区分別に肯定的な意見をみると、【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】

では、問２、３、４、５、10が 80％超となっており、問８、13、20、21、23、24が 70％

未満となっています。 

次に、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】の肯定的な意見は、問２、３、４、５、６、

７、９、10、11、12、18、19、22が 80％超となっており、問 20、21、23、24、25が 70％

未満となっています。 

次に、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】の肯定的な意見は、問２、３、４、８、11、22

が 80％超となっており、問７、９、13、14、16、17、18、19、20、21、23、24が 70％

未満となっています。 

次に、【区分Ｄ：保護者】の肯定的な意見は、問２、３、４、５、11、12が 80％超と

なっており、問７、８、13、17、20、21、23、24、25 が 70％未満となっており、調査

区分によっても重要度に差があることが明らかになりました。 

 

表２ 施策別・区分別肯定的な意見一覧 

区分 問  番  号 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

全体  ○ ○ ○ ○  ▲ ▲   ○ ○ ▲    ▲  ▲ ▲ ▲  ▲ ▲  

Ａ  ○ ○ ○ ○   ▲  ○   ▲       ▲ ▲  ▲ ▲  

Ｂ  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○      ○ ○ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ 

Ｃ  ○ ○ ○   ▲ ○ ▲  ○  ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲  

Ｄ  ○ ○ ○ ○  ▲ ▲   ○ ○ ▲    ▲   ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ 

○：肯定的な意見 80％超    ▲：肯定的な意見 70％未満 
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（設問５－１）特色ある幼児教育への支援や幼稚園・保育所・小学校の連携など

幼児教育の振興や充実を図ること（図８－１） 

全体では、「重要」723人（54.5％）、「とくに重要」251人（18.9％）の順に肯定的

な意見が 974人（73.4％）となる一方で、「どちらとも言えない」276人（20.8％）と

他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向については、調査区分【区分

Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「重

要」28人（62.2％）、「とくに重要」13人（28.9％）と肯定的な意見が 90％を超えて

います。 

 

（設問５－２）自然や生命を尊重する心など豊かな心を育む教育の充実を図ること 

（図８－２） 

全体では、「重要」762人（57.4％）、「とくに重要」395人（29.7％）の順に肯定的

な意見が 1,157人（87.1％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－３）基礎的な知識・技能やそれらを活用する力など確かな学力を育てる

教育の充実を図ること（図８－３） 

全体では、「重要」774人（58.3％）、「とくに重要」449人（33.8％）の順に肯定的

な意見が 1,223人（92.1％）となっており、他の設問に比べ、肯定的な意見が高い回

答結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果においても同様

の傾向を示しています。 

 

（設問５－４）体力、運動能力の向上や望ましい食習慣の確立など健やかな体を

育てる教育の充実を図ること（図８－４） 

全体では、「重要」809人（60.9％）、「とくに重要」369人（27.8％）の順に肯定的

な意見が 1,178人（88.7％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－５）特別な支援を要する子ども一人ひとりの教育ニーズに応じた、

きめ細かな指導や支援を充実すること（図８－５） 

全体では、「重要」783人（59.0％）、「とくに重要」352人（26.5％）の順に肯定的

な意見が 1,135人（85.5％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しており、とくに調査区分【区分Ｂ：市内教育関係

機関等】及び【区分Ｄ：保護者】においては「とくに重要」が 30％前後と他の調査区

分と比較し、高い回答結果となっています。 
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図８－１ 幼児教育の振興・充実
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図８－２ 豊かな心の育成
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図８－３ 確かな学力の育成
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図８－４ 健やかな身体の育成

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

※図８－１～25は 25の問を簡略化して表記しています。また、単位は人です。 

（単位：人） 
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（設問５－６）国際理解、福祉、人権、平和、キャリア教育など社会の課題等に

対応できる力を育む教育の充実を図ること（図８－６） 

全体では、「重要」748人（56.3％）、「とくに重要」276人（20.8％）の順に肯定的

な意見が 1,024人（77.1％）となる一方で、「どちらとも言えない」249人（18.8％）

と他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向については、調査区分【区

分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「重

要」25人（55.6％）、「とくに重要」14人（31.1％）と肯定的な意見が 85％を超えて

います。 

 

（設問５－７）中学校卒業時の「めざす子ども像」を共有し、小・中学校を通して

系統的で連続した小中一貫教育を推進すること（図８－７） 

全体では、「重要」643人（48.4％）、「とくに重要」224人（16.9％）の順に肯定的

な意見が 867人（65.3％）と、他の設問に比べ低い回答結果となっています。調査区

分別では、この傾向については、調査区分【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、

【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】で同様の傾向を示していま

すが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「とくに重要」19人（42.2％）が「重要」

18人（40.0％）よりも多く、肯定的な意見が 80％を超えています。 

 

（設問５－８）コミュニティ・スクールなど学校と保護者・地域住民との双方向の

協力など開かれた学校づくりを推進すること（図８－８） 

全体では、「重要」707人（53.2％）、「とくに重要」164人（12.3％）の順に肯定的

な意見が 871人（65.5％）と、他の設問に比べ低い回答結果となっています。調査区

分別では、この傾向については、調査区分【区分Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、

【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】で同様の傾向を示していま

すが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「重要」28 人（62.2％）、「とくに重要」

9人（20.0％）と、肯定的な意見が 80％を超えています。 

 

（設問５－９）ＩＣＴなど社会の変化に応じ、質の高い学びを支える環境や安心して

教育活動が行える教育環境の整備を図ること（図８－９） 

全体では、「重要」762人（57.4％）、「とくに重要」223人（16.8％）の順に肯定的

な意見が 985人（74.2％）となる一方で、「どちらとも言えない」278人（20.9％）と

他の設問に比べ高い回答結果となっています。この傾向については、調査区分【区分

Ａ：教育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：

保護者】で同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「重

要」29人（64.4％）、「とくに重要」11人（24.4％）と肯定的な意見が 85％を超えて

います。 
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図８－５ 特別支援教育の充実
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図８－６ キャリア教育等の充実
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図８－７ 小中一貫教育の推進
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図８－８ 開かれた学校づくりの推進

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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図８－９ 教育環境の整備
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図８－10 家庭の教育力向上への支援
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図８－11 教育相談体制の充実
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図８－12 青少年の健全育成活動の支援

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 



 

29 

 

（設問５－10）子どもの基本的な生活習慣の確立など家庭の教育力向上への支援の

充実を図ること（図８－10） 

全体では、「重要」752人（56.6％）、「とくに重要」288人（21.7％）の肯定的な意

見が 1,040人（78.3％）となる一方で、「どちらとも言えない」235人（17.7％）と他

の設問に比べ高い結果となっています。この傾向については、調査区分【区分Ａ：教

育委員会附属機関等の委員】、【区分Ｃ：社会教育関係団体等】及び【区分Ｄ：保護者】

で同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】では「重要」28人

（62.2％）、「とくに重要」13人（28.9％）と肯定的な意見が 90％を超えています。 

 

（設問５－11）いじめや不登校などの早期解決のため、スクールカウンセラーの活用

など教育相談体制の充実を図ること（図８－11） 

全体では、「重要」727人（54.7％）、「とくに重要」452人（34.0％）の順に肯定的

な意見が 1,179人（88.7％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－12）青少年の心身の健やかな成長のため、家庭・学校・地域の連携強化や

各地域の主体的な活動を支援すること（図８－12） 

全体では、「重要」810人（61.0％）、「とくに重要」256人（19.3％）の順に肯定的

な意見が 1,066人（80.3％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－13）各地区の特色を生かした市民の主体的な学習活動の支援の充実を

図ること（図 8₋13） 

全体では、「重要」675人（50.8％）、「とくに重要」147人（11.1％）の順に肯定的

な意見が 822人（61.9％）と、肯定的な意見が 60％台にとどまっています。この傾向

については、各調査区分の回答結果においても同様の傾向を示しており、とくに【区

分Ｃ：社会教育関係団体等】においては、「とくに重要」12人（6.6％）、「重要」88人

（48.1％）と肯定的な意見が 100人（54.7％）と、他の調査区分と比べ低い回答結果

となっています。 

 

（設問５－14）国際化や共生社会の実現など社会の要請や個人の学習ニーズに対応した

学習機会の充実を図ること（図８－14） 

全体では、「重要」781人（58.8％）、「とくに重要」228人（17.2％）の順に肯定的

な意見が 1,009人（76.0％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 
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図８－13 各地区の特色を生かした学習活動の支援
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図８－14 市民や社会のニーズに応じた学習機会の充実
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図８－15 社会教育施設の整備
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図８－16 自然や歴史遺産に関する学習機会の充実

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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（設問５－15）市民の主体的な学習活動を支えるため、施設・設備の充実など学習

環境の整備を促進すること（図８－15） 

全体では、「重要」767人（57.8％）、「とくに重要」259人（19.5％）の順に肯定的

な意見が 1,026人（77.3％）となっています。この傾向については、各調査区分の回

答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－16）自然や歴史的遺産を大切に守り育てることができるよう、学習機会

の充実を図ること（図８－16） 

全体では、「重要」824人（62.0％）、「とくに重要」145人（10.9％）の肯定的な意

見が 969人（72.9％）となる一方で、「どちらとも言えない」292人（22.0％）と他の

設問に比べ高い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果に

おいても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－17）郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・活用を進めるとともに、その

環境の整備を図ること（図８－17） 

全体では、「重要」743 人（55.9％）、「とくに重要」112 人（8.4％）の順に肯定的

な意見が 855人（64.3％）と、肯定的な意見が 60％台にとどまっています。この傾向

については、各調査区分の回答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－18）あらゆる世代で読書活動が続けられるよう、市民との協働により

図書館サービスの充実を図ること（図８－18） 

全体では、「重要」756人（56.9％）、「とくに重要」238人（17.9％）の順に肯定的

な意見が 994人（74.8％）、「どちらとも言えない」265人（20.0％）と他の設問に比

べ高い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果においても

同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては「重要」

33 人（73.3％）、「とくに重要」4 人（8.9％）と肯定的な意見が 80％を超え、一方、

【区分Ｃ：社会教育関係団体等】においては「重要」96人（52.5％）、「とくに重要」

27人（14.8％）と肯定的な意見が 60％台にとどまっています。 

 

（設問５－19）家庭・学校・地域が一体となり、子どもの読書活動の推進を図ること 

     （図８－19） 

全体では、「重要」728人（54.8％）、「とくに重要」198人（14.9％）の順に肯定的

な意見が 926人（69.7％）、「どちらとも言えない」326人（24.5％）と他の設問に比

べ高い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果においても

同様の傾向を示していますが、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては「重要」

30人（66.7％）、「とくに重要」7人（15.6％）と肯定的な意見が 80％を超え、一方、

【区分Ｃ：社会教育関係団体等】においては「重要」95人（51.9％）、「とくに重要」

15人（8.2％）と肯定的な意見が 60％台にとどまっています。 
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図８－17 郷土の歴史資料の保存・活用
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図８－18 市民との協働による図書館サービスの充実
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図８－19 子どもの読書活動の推進
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図８－20 優れた芸術文化活動の顕彰

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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（設問５－20）市民が行う芸術文化活動の支援や優れた功績のある方の表彰を

通じて、個性豊かな地域文化の創造に努めること（図８－20） 

全体では、「重要」574 人（43.2％）、「とくに重要」102 人（7.7％）の順に肯定的

な意見が 676 人（50.9％）と 50％台にとどまる一方、「どちらとも言えない」507 人

（38.2％）、否定的な意見 111人（8.3％）となっています。この傾向については、各

調査区分においても同様の傾向を示しており、調査区分【区分Ａ：教育委員会附属機

関等の委員】、【区分Ｂ：市内教育関係機関等】及び【区分Ｃ：社会教育関係団体等】

では、肯定的な意見が 40％台にとどまっています。 

 

（設問５－21）市民ボランティアと協働し、芸術文化活動の振興を図ること 

（図８－21） 

全体では、「重要」623人（46.9％）、「とくに重要」87人（6.6％）の順に肯定的な

意見が 710 人（53.5％）と 50％台にとどまる一方、「どちらとも言えない」498 人

（37.5％）、否定的な意見 90 人（6.7％）となっています。この傾向については、各

調査区分の回答結果においても同様の傾向を示しています。 

 

（設問５－22）ライフステージに応じたスポーツ活動や子どもや障がいのある方の

スポーツ・レクリエーション活動を支援すること（図８－22） 

全体では、「重要」801人（60.3％）、「とくに重要」184人（13.9％）の肯定的な意

見が 985人（74.2％）、「どちらとも言えない」290人（21.8％）と他の設問に比べ高

い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果においても同様

の傾向を示しています。 

 

（設問５－23）スポーツ選手の育成や支援を通じて、競技スポーツの振興を図ること 

     （図８－23） 

全体では、「重要」672人（50.6％）、「とくに重要」183人（13.8％）の順に肯定的

な意見が 855 人（64.4％）と 60％台にとどまる一方、「どちらとも言えない」376 人

（28.3％）と他の設問に比べ高い結果となっています。この傾向については、各調査

区分の回答結果においても同様の傾向を示しており、調査区分【区分Ａ：教育委員会

附属機関等の委員】及び【区分Ｂ：市内教育関係機関等】においては、「どちらとも

言えない」が 30％超となっています。 

 

（設問５－24）全道大会等へ出場する青少年の支援を通じて、スポーツの振興を

図ること（図８－24） 

全体では、「重要」660人（49.7％）、「とくに重要」193人（14.5％）の順に肯定的

な意見が 853 人（64.2％）と 60％台にとどまる一方、「どちらとも言えない」381 人

（28.7％）と他の設問に比べ高い結果となっています。この傾向については、各調査

区分の回答結果においても同様の傾向を示しています。 
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図８－21 市民との協働による芸術文化の振興
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図８－22 ライフステージに応じたスポーツ活動の支援
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図８－23 競技スポーツの振興
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図８－24 スポーツ大会への出場助成

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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（設問５－25）多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備を図ること 

     （図８－25） 

全体では、「重要」696人（52.4％）、「とくに重要」234人（17.6％）の肯定的な意

見が 930人（70.0％）、「どちらとも言えない」321人（24.2％）と他の設問に比べ高

い結果となっています。この傾向については、各調査区分の回答結果においても同様

の傾向を示しています。 

 
 

 
 

 

（設問６）取り組むべき教育施策や今後の方向性について（自由記述式） 

設問６の自由記述式では 178件の意見があり、その内容は教育行政に限らず幅広い

視点からの回答となっています。 

もっとも多く意見が寄せられたのは、学校教育に関する分野についてであり、教育

の内容に関すること 35 件（他の分類と重複する意見を含む。以下同じ。）、教育環境

に関すること 31件、学校施設に関すること 5件の計 71件の意見がありました。 

教育の内容に関することでは、学力に関すること、健康や食育に関すること、心の

教育に関すること、グローバル人材の育成、キャリア教育、消費者教育などがありま

した。教育環境に関することでは、少人数学級など学校・学級の運営に関すること、

教員や学校図書館司書など人員に関すること、教職員の資質の向上に関することなど

がありました。学校施設に関することについては、老朽化した学校施設の整備などの

意見がありました。 

また、少子化の現状を踏まえ、学校の統廃合や部活動の合同実施など学校規模の縮

小化問題への対応についての意見もありました。 

生涯学習に関する分野については、生涯学習の支援等に関すること 12 件、施設に

関すること 8 件、スポーツに関すること 16 件、芸術文化に関すること 3 件、読書活

動に関すること 2件の計 41件の意見がありました。 

生涯学習の支援等に関することでは、社会人や高齢者などあらゆる年齢層が学び続

けられることや多彩な人材の活用、学習活動に係る経済的支援などの意見がありまし

た。施設に関することでは、気軽に利用できる施設の整備などの意見がありました。 
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図８－25 スポーツ施設の整備

無回答 重要ではない あまり重要ではない どちらとも言えない 重要 とくに重要

（単位：人） 
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さらに個別分野でみると、スポーツに関しては大会出場助成や団体への支援、施設

開放時間の拡大などの意見がありました。芸術文化に関しても大会出場助成や団体支

援などの意見が、読書活動については自習室等の拡充など利便性の向上に関する意見

がありました。 

青少年の健全育成に関する分野では 13 件の意見があり、学校外における子どもの

学習場所や居場所づくりなどについての意見がありました。 

家庭教育や家庭への支援に関する分野では 11 件の意見があり、貧困などによる学

習機会の格差への支援などについての意見がありました。 

このほか、幼児教育の振興に関すること、地域交流や異世代交流に関すること、特

別支援教育や障がい者等の多様なニーズに応じた学習機会の提供に関すること、少子

高齢化を見据えた予算の重点化などについて意見がありました。 
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３．調査の結果Ⅱ（児童生徒対象） 

 

 

１．調査結果の概要 

 

児童生徒の教育に関するニーズや認識を把握するため、小学校４年生の児童及び中学

校１年生の生徒を対象に、アンケートを実施したものです。 

設問は、児童及び生徒の認識を比較するため同じ内容とし、次の 14問としました。 

 

１．授業の内容が分かるとうれしい・楽しい 

２．家庭や塾など学校以外でも、勉強することは大切だ 

３．新しい技術や機械・機器などを使えるように学ぶことは大切だ  

４．心や体が元気であることは大切だ 

５．生命は、かけがえのない大切なものだ 

６．北広島市の自然や歴史（旧島松駅逓所や赤毛米など）は大切だ 

７．約束やルールを守ることは大切だ 

８．地域の活動（清掃など）やお祭りなどに参加することは大切だ 

９．近所で、習い事の機会や、習い事ができる場所があるとうれしい 

10．近所に、音楽を聞いたり、劇をみたり、読書ができる場所があるとうれしい 

11．近所で、スポーツ・体を動かす機会や、スポーツ等ができる場所があるとうれしい  

12．今、勉強していることは、大人になったときに役に立つと思う 

13．大人になったら、自分が働いて得たお金で、生活していたいと思う 

14．大人になったら、今よりも外国の人と話す機会が増えると思う 
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２．調査結果について 

 

（設問１）授業の内容が分かるとうれしい・楽しい（図９－１）   

小学校４年生では、「そう思う」が 209人（64.5％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 77 人（23.8％）と肯定的な意見 286 人（88.3％）に対し、否定的な意見は 22 人

（6.8％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 245人（59.3％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 113 人（27.4％）と肯定的な意見 358 人（86.7％）に対し、否定的な意見は 43 人

（10.4％）となっています。 

 

（設問２）家庭や塾など学校以外でも、勉強することは大切だ（図９－２）   

小学校４年生では、「そう思う」が 221人（68.2％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 64 人（19.8％）と肯定的な意見 285 人（88.0％）に対し、否定的な意見は 18 人

（5.6％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 247人（59.8％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 128 人（31.0％）と肯定的な意見 375 人（90.8％）に対し、否定的な意見は 23 人

（5.6％）となっています。 

 

（設問３）新しい技術や機械・機器などを使えるように学ぶことは大切だ（図９－３）    

小学校４年生では、「そう思う」が 195人（60.2％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 80 人（24.7％）と肯定的な意見 275 人（84.9％）に対し、否定的な意見は 23 人

（7.1％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 233人（56.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 134 人（32.4％）と肯定的な意見 367 人（88.9％）に対し、否定的な意見は 27 人

（6.5％）となっています。 

 

（設問４）心や体が元気であることは大切だ（図９－４）   

小学校４年生では、「そう思う」が 295人（91.0％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 17人（5.2％）と肯定的な意見 312人（96.3％）に対し、否定的な意見は１人（0.3％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 357人（86.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 42人（10.2％）と肯定的な意見 399人（96.6％）に対し、否定的な意見は３人（0.7％）

となっています。 
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図９－１ 授業内容の理解について
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図９－２ 学校以外における学習について
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図９－３ 新しい技術等を学ぶことについて
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図９－４ 心身の健康について
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図９－５ 生命の大切さについて

無回答 そう思う どちらかと言えばそう思う あまり思わない 思わない わからない

（単位：人） 

※図９－１～14は 14の問を簡略化して表記しています。また、単位は人です。 
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（設問５）生命は、かけがえのない大切なものだ（図９－５）  

小学校４年生では、「そう思う」が 299人（92.3％）、「どちらかと言えばそう思う」

が９人（2.8％）と肯定的な意見 308人（95.1％）に対し、否定的な意見は１人（0.3％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 365人（88.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 29人（7.0％）と肯定的な意見 394人（95.4％）に対し、否定的な意見は６人（1.5％）

となっています。 

 

（設問６）北広島市の自然や歴史（旧島松駅逓所や赤毛米など）は大切だ（図９－６）    

小学校４年生では、「そう思う」が 216人（66.7％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 75人（23.1％）と肯定的な意見 291人（89.8％）に対し、否定的な意見は９人（2.8％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 242人（58.6％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 114 人（27.6％）と肯定的な意見 356 人（86.2％）に対し、否定的な意見は 37 人

（8.9％）となっています。 

 

（設問７）約束やルールを守ることは大切だ（図９－７）    

小学校４年生では、「そう思う」が 287人（88.6％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 22人（6.8％）と肯定的な意見 309人（95.4％）に対し、否定的な意見は０人（0.0％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 341人（82.6％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 57人（13.8％）と肯定的な意見 398人（96.4％）に対し、否定的な意見は５人（1.2％）

となっています。 

 

（設問８）地域の活動（清掃など）やお祭りなどに参加することは大切だ（図９－８）    

小学校４年生では、「そう思う」が 147人（45.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 126 人（38.9％）と肯定的な意見 273 人（84.3％）に対し、否定的な意見は 30 人

（9.2％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 164人（39.7％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 169 人（40.9％）と肯定的な意見 333 人（80.6％）に対し、否定的な意見は 62 人

（15.0％）となっています。 

 

（設問９）近所で、習い事の機会や、習い事ができる場所があるとうれしい（図９－９）    

小学校４年生では、「そう思う」が 176人（54.3％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 81 人（25.0％）と肯定的な意見 257 人（79.3％）に対し、否定的な意見は 46 人

（14.2％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 152人（36.8％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 137人（33.2％）と肯定的な意見 289人（70.0％）に対し、否定的な意見は 101人

（24.5％）となっています。 
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図９－６ 北広島市の自然や歴史について
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図９－７ 約束やルールを守ることについて
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図９－８ 地域活動への参加について
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図９－９ 学習機会や場所について
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図９－10 文化活動の機会や場所について

無回答 そう思う どちらかと言えばそう思う あまり思わない 思わない わからない

（単位：人） 
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（設問 10）近所に、音楽を聞いたり、劇をみたり、読書ができる場所があると 

うれしい（図９－10） 

小学校４年生では、「そう思う」が 188人（58.0％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 77 人（23.8％）と肯定的な意見 265 人（81.8％）に対し、否定的な意見は 41 人

（12.7％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 196人（47.5％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 116 人（28.1％）と肯定的な意見 312 人（75.6％）に対し、否定的な意見は 82 人

（19.8％）となっています。 

 

（設問 11）近所で、スポーツ・体を動かす機会や、スポーツ等ができる場所があると 

うれしい（図９－11）   

小学校４年生では、「そう思う」が 225人（69.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 57 人（17.6％）と肯定的な意見 282 人（87.0％）に対し、否定的な意見は 24 人

（7.4％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 253人（61.3％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 80 人（19.4％）と肯定的な意見 333 人（80.7％）に対し、否定的な意見は 67 人

（7.5％）となっています。 

 

（設問 12）今、勉強していることは、大人になったときに役に立つと思う（図９－12） 

小学校４年生では、「そう思う」が 246人（75.9％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 51人（15.7％）と肯定的な意見 297人（91.7％）に対し、否定的な意見は９人（2.8％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 208人（50.4％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 131 人（31.7％）と肯定的な意見 339 人（82.1％）に対し、否定的な意見は 49 人

（11.9％）となっています。 

 

（設問 13）大人になったら、自分が働いて得たお金で、生活していたいと思う 

（図９－13）     

小学校４年生では、「そう思う」が 272人（84.0％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 32人（9.9％）と肯定的な意見 304人（93.9％）に対し、否定的な意見は２人（0.6％）

となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 338人（81.8％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 55人（13.3％）と肯定的な意見 393人（95.1％）に対し、否定的な意見は６人（1.5％）

となっています。 
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（設問 14）大人になったら、今よりも外国の人と話す機会が増えると思う 

（図９－14） 

小学校４年生では、「そう思う」が 128人（39.5％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 92 人（28.4％）と肯定的な意見 220 人（67.9％）に対し、否定的な意見は 71 人

（21.9％）となっています。 

中学校１年生では、「そう思う」が 186人（45.0％）、「どちらかと言えばそう思う」

が 117 人（28.3％）と肯定的な意見 303 人（73.3％）に対し、否定的な意見は 71 人

（17.2％）となっています。 

 

 
 

 
 

 
 

 

8

11

19

253

225

478

80

57

137

41

19

60

26

5

31

5

7

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学1年生

小学4年生

合計

図９－11 スポーツ活動や場所について
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図９－12 学校で習うことの将来の有効性について
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図９－13 将来の自立した生活について
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図９－14 将来、外国の人と話す機会について

無回答 そう思う どちらかと言えばそう思う あまり思わない 思わない わからない

（単位：人） 
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４．調査結果の分析 

 

 

ここでは、児童生徒アンケートと成人アンケートの問２及び問５のうち似た設問につ

いて比較を行いました。 

なお、成人アンケートと児童生徒アンケートでは、設問内容が異なること、また、回

答者の置かれている状況が大きく異なることから、世代間の認識差を知る上での参考資

料となります。 

 

（１）生涯を通じて成長するために必要となる基礎的な学力 

成人アンケート問２－１「生涯を通じて成長するために必要となる基礎的な学力」

と児童生徒アンケート問 12「今、勉強していることは、大人になったときに役に立

つと思う」を比較しました。 

成人の 95％が「とくに重要」「重要」と考えており、また、小学生の 90％超「今、

勉強していることは、大人になったときに役に立つと思う」と考えているのに対し、

「今、勉強していることは、大人になったときに役に立つと思う」と考える中学生

は 80％台となっています。  

 

表３  

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 38.0％ 57.0％ 95.0％ 

小学校４年生 75.9％ 15.7％ 91.7％ 

中学校１年生 50.4％ 31.7％ 82.1％ 

※肯定的な意見欄については、「成人アンケートの選択肢／児童生徒アンケート 

の選択肢」として表記しています（以下、同じ）。 

（例） とくに重要／そう思う  

とくに重要 → 成人アンケートの選択肢 

    そう思う  → 児童生徒アンケートの選択肢 
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（２）社会的自立してくための力や自立に向けた勤労を重んじる態度 

成人アンケート問２－２「社会で自立していくための力」、同 10「社会的自立に

向けた勤労を重んじる態度」と、児童生徒アンケート問 13「大人になったら、自分

が働いて得たお金で、生活していたいと思う」を比較すると、児童生徒の方が「そ

う思う」と考える意見の割合が高くなっています。  

 

表４ 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人(全体)問２ 59.9％ 37.3％ 97.2％ 

成人（全体）問 10 23.9％ 61.9％ 85.8％ 

小学校４年生 84.0％ 9.9％ 93.9％ 

中学校１年生 81.8％ 13.3％ 95.1％ 

 

 

（３）ＩＣＴなど新しい技術を活用する力 

成人アンケート問２－３「ＩＣＴなど新たな技術を活用する力」と児童生徒アン

ケート問３「新しい技術や機械・機器などを使えるように学ぶことは大切だ」を比

較すると、児童生徒の方が肯定的な意見の割合が高くなっています。   

 

表５ 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 13.3％ 59.9％ 73.2％ 

小学校４年生 60.2％ 24.7％ 84.9％ 

中学校１年生 56.4％ 32.4％ 88.8％ 

 

 

（４）問題を自ら解決していく思考力・判断力・表現力 

成人アンケート問２－４「問題を自ら解決していく思考力・判断力・表現力」と、

児童生徒アンケート問１「授業の内容が分かるとうれしい・楽しい」を比較すると、

成人の方が肯定的な意見の割合が高くなっています。  

 

表６ 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人(全体)問４ 61.7％ 35.2％ 96.9％ 

小学校４年生 64.5％ 23.8％ 88.3％ 

中学校１年生 59.3％ 27.4％ 86.7％ 
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（５）健康や体力を維持・向上するための力 

成人アンケート問２－７「健康や体力を維持・向上するための力」と児童生徒ア

ンケート問４「心や体が元気であることは大切だ」を比較すると、いずれにおいて

も、肯定的な意見が 90％以上となっています。  

 

表７ 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 30.6％ 60.1％ 90.7％ 

小学校４年生 91.0％ 5.2％ 96.2％ 

中学校１年生 86.4％ 10.2％ 96.6％ 

 

 

（６）自ら学ぼうとする意欲・態度 

成人アンケート問２－９「自ら学ぼうとする意欲・態度」、同 11「夢や目標に向

かって挑戦する態度」と児童生徒アンケート問２「家庭や塾など学校以外でも、勉

強することは大切だ」を比較すると、成人の方が肯定的な意見の割合が高くなって

います。 

 

表８ 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体）問９ 42.5％ 52.3％ 94.8％ 

成人(全体)問 11 39.8％ 51.3％ 91.1％ 

小学校４年生 68.2％ 19.8％ 88.0％ 

中学校１年生 59.8％ 31.0％ 90.8％ 
 

 

（７）生命や人権を尊重する心 

成人アンケート問２－13「生命や人権を尊重する心」、問２－14「他者を尊重し、

共に生きていく心や態度」と児童生徒アンケート問５「生命は、かけがえのない大

切なものだ」を比較すると、いずれにおいても肯定的な意見が 90％以上となって

います。 

 

表９  

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体）問 13 56.6％ 39.5％ 96.1％ 

成人（全体）問 14 48.6％ 47.1％ 95.7％ 

小学校４年生 92.3％ 2.8％ 95.1％ 

中学校１年生 88.4％ 7.0％ 95.4％ 
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（８）日本の自然や文化・伝統を大切に思う心や態度 

成人アンケート問２－15「日本の自然や文化・伝統を大切に思う心や態度」と、

児童生徒アンケート問６「北広島市の自然や歴史（旧島松駅逓所や赤毛米など）は

大切だ」を比較すると、いずれにおいても肯定的な意見が 80％以上となっていま

す。 

 

表 10 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 21.3％ 60.5％ 81.8％ 

小学校４年生 66.7％ 23.1％ 89.8％ 

中学校１年生 58.6％ 27.6％ 86.2％ 

 

 

（９）社会のルールや正義・公正さを重んじる心や態度 

成人アンケート問２－16「社会のルールや正義・公正さを重んじる心や態度」と

児童生徒アンケート問７「約束やルールを守ることは大切だ」を比較すると、いず

れにおいても肯定的な意見が 90％以上となっています。  

 

表 11 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 38.1％ 54.7％ 92.8％ 

小学校４年生 88.6％ 6.8％ 95.4％ 

中学校１年生 82.6％ 13.8％ 96.4％ 

 

（10）より良い社会の実現のため、主体的に社会に参画する態度 

成人アンケート問２－17「より良い社会の実現のため、主体的に社会に参画する

態度」と児童生徒アンケート問８「地域の活動（清掃など）やお祭りなどに参加す

ることは大切だ」を比較すると、いずれにおいても肯定的な意見が 80％前後とな

っています。 

 

表 12  

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体） 16.6％ 62.6％ 79.2％ 

小学校４年生 45.4％ 38.9％ 84.3％ 

中学校１年生 39.7％ 40.9％ 80.6％ 
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（11）生涯学習活動の支援や施設等に関すること 

成人アンケート問３－13「各地区の特色を生かした市民の主体的な学習活動の支

援の充実に関すること」、同 15「市民の主体的な学習活動を支えるため、施設・設

備の充実など学習環境の整備を促進すること」と児童生徒アンケート問９「近所で、

習い事の機会や、習い事ができる場所があるとうれしい」を比較すると、いずれに

おいても肯定的な意見が 80％未満となっています。  

 

表 13 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体）問 13 11.1％ 50.8％ 61.9％ 

成人（全体）問 15 19.5％ 57.8％ 77.3％ 

小学校４年生 54.3％ 25.0％ 79.3％ 

中学校１年生 36.8％ 33.2％ 70.0％ 

 

 

（12）芸術文化、読書活動サービスの提供に関すること 

成人アンケート問３－18「あらゆる世代で読書活動が続けられるよう、市民との

協働により図書館サービスの充実を図ること」、同21「市民ボランティアと協働し、

芸術文化活動の振興を図ること」と児童生徒アンケート問 10「近所に、音楽を聞い

たり、劇をみたり、読書ができる場所があるとうれしい」を比較すると、小学生を

除き、肯定的な意見が 80％未満となっています。  

 

表 14 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体）問 18 17.9％ 56.9％ 74.8％ 

成人（全体）問 21 6.6％ 46.9％ 53.5％ 

小学校４年生 58.0％ 23.8％ 81.8％ 

中学校１年生 47.5％ 28.1％ 75.6％ 
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（13）スポーツ等の支援や施設等に関すること 

成人アンケート問３－22「ライフステージに応じたスポーツ活動や子どもや障が

いのある方のスポーツ・レクリエーション活動を支援すること」、同 25「多様化す

る市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備を図ること」と、児童生徒アンケート

問 11「近所で、スポーツ・体を動かす機会や、スポーツ等ができる場所があるとう

れしい」を比較すると、小学生を除き、肯定的な意見が 80％未満となっています。  

 

表 15 

  肯定的な意見 

とくに重要／ 

そう思う 

重要／ 

どちらかと言えばそう思う 
合  計 

成人（全体）問 22 13.9％ 60.3％ 74.2％ 

成人（全体）問 25 17.6％ 52.4％ 70.0％ 

小学校４年生 69.4％ 17.6％ 87.0％ 

中学校１年生 61.3％ 19.4％ 80.7％ 
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資料１ 成人対象アンケート調査結果 

 

‐１．基礎調査（設問Ａ～Ｃ） 

 

‐２．設問１ 到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会（自由記述） 

 

‐３．設問２ 子どもに身につけて欲しい力の重要度 

 

‐４．設問３ 北広島市で育つ子どもに身につけて欲しい力について（自由記述） 

 

‐５．設問４ 北広島市教育目標について（自由記述） 

 

‐６．設問５ 取り組むべき教育施策の重要度 

 

‐７．設問６ 市が取り組むべき教育施策や今後の方向性について（自由記述） 

 

    ※設問１、３、４、６については、明らかな誤字脱字を除き、原文のママとしています。 

 

資料２ 児童生徒対象アンケート調査結果 

  

‐１．児童生徒対象アンケート調査結果 

 

 

資料３ アンケート用紙 

 

‐１．成人対象アンケート用紙 

 

‐２．児童生徒対象アンケート用紙 

 

 

 

 

 



 

資料編 2 

  

＜資料１‐１＞ 基礎調査（設問Ａ～Ｃ） 

 

 

  

【設問Ａ】 【設問Ｃ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

9 0 0 3 6 9 0 0 2 7

0.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.6% 0.7% 0.0% 0.0% 1.1% 0.7%

29 0 0 1 28 338 25 4 42 267

2.2% 0.0% 0.0% 0.5% 2.9% 25.5% 20.8% 8.9% 23.0% 27.2%

304 5 1 3 295 285 38 18 70 159

22.9% 4.2% 2.2% 1.6% 30.1% 21.5% 31.7% 40.0% 38.3% 16.2%

636 43 8 8 577 168 15 4 18 131

47.9% 35.8% 17.8% 4.4% 58.9% 12.7% 12.5% 8.9% 9.8% 13.4%

132 36 19 27 50 326 16 6 38 266

9.9% 30.0% 42.2% 14.8% 5.1% 24.5% 13.3% 13.3% 20.8% 27.1%

80 13 7 53 7 117 10 2 7 98

6.0% 10.8% 15.6% 29.0% 0.7% 8.8% 8.3% 4.4% 3.8% 10.0%

119 22 10 86 1 62 15 11 6 30

9.0% 18.3% 22.2% 47.0% 0.1% 4.7% 12.5% 24.4% 3.3% 3.1%

19 1 0 2 16 23 1 0 0 22

1.4% 0.8% 0.0% 1.1% 1.6% 1.7% 0.8% 0.0% 0.0% 2.2%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

【設問Ｂ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

11 0 0 3 8

0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8%

300 70 36 97 97

22.6% 58.3% 80.0% 53.0% 9.9%

1,003 50 9 83 861

75.5% 41.7% 20.0% 45.4% 87.9%

14 0 0 0 14

1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4%

1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回　　答

合　　計

答えたくない

北広島市外

西部地区

大曲地区

西の里地区

団地地区

東部地区

無回答

合　　計

女性

答えたくない

答えたくない

無回答

合　　計

無回答

男性

70代～

60代

50代

40代

30代

10～20代

【設問Ａ】 【設問Ｃ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

9 0 0 3 6 9 0 0 2 7

0.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.6% 0.7% 0.0% 0.0% 1.1% 0.7%

29 0 0 1 28 338 25 4 42 267

2.2% 0.0% 0.0% 0.5% 2.9% 25.5% 20.8% 8.9% 23.0% 27.2%

304 5 1 3 295 285 38 18 70 159

22.9% 4.2% 2.2% 1.6% 30.1% 21.5% 31.7% 40.0% 38.3% 16.2%

636 43 8 8 577 168 15 4 18 131

47.9% 35.8% 17.8% 4.4% 58.9% 12.7% 12.5% 8.9% 9.8% 13.4%

132 36 19 27 50 326 16 6 38 266

9.9% 30.0% 42.2% 14.8% 5.1% 24.5% 13.3% 13.3% 20.8% 27.1%

80 13 7 53 7 117 10 2 7 98

6.0% 10.8% 15.6% 29.0% 0.7% 8.8% 8.3% 4.4% 3.8% 10.0%

119 22 10 86 1 62 15 11 6 30

9.0% 18.3% 22.2% 47.0% 0.1% 4.7% 12.5% 24.4% 3.3% 3.1%

19 1 0 2 16 23 1 0 0 22

1.4% 0.8% 0.0% 1.1% 1.6% 1.7% 0.8% 0.0% 0.0% 2.2%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

【設問Ｂ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

11 0 0 3 8

0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8%

300 70 36 97 97

22.6% 58.3% 80.0% 53.0% 9.9%

1,003 50 9 83 861

75.5% 41.7% 20.0% 45.4% 87.9%

14 0 0 0 14

1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4%

1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回　　答

合　　計

答えたくない

北広島市外

西部地区

大曲地区

西の里地区

団地地区

東部地区

無回答

合　　計

女性

答えたくない

答えたくない

無回答

合　　計

無回答

男性

70代～

60代

50代

40代

30代

10～20代

【設問Ａ】 【設問Ｃ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

9 0 0 3 6 9 0 0 2 7

0.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.6% 0.7% 0.0% 0.0% 1.1% 0.7%

29 0 0 1 28 338 25 4 42 267

2.2% 0.0% 0.0% 0.5% 2.9% 25.5% 20.8% 8.9% 23.0% 27.2%

304 5 1 3 295 285 38 18 70 159

22.9% 4.2% 2.2% 1.6% 30.1% 21.5% 31.7% 40.0% 38.3% 16.2%

636 43 8 8 577 168 15 4 18 131

47.9% 35.8% 17.8% 4.4% 58.9% 12.7% 12.5% 8.9% 9.8% 13.4%

132 36 19 27 50 326 16 6 38 266

9.9% 30.0% 42.2% 14.8% 5.1% 24.5% 13.3% 13.3% 20.8% 27.1%

80 13 7 53 7 117 10 2 7 98

6.0% 10.8% 15.6% 29.0% 0.7% 8.8% 8.3% 4.4% 3.8% 10.0%

119 22 10 86 1 62 15 11 6 30

9.0% 18.3% 22.2% 47.0% 0.1% 4.7% 12.5% 24.4% 3.3% 3.1%

19 1 0 2 16 23 1 0 0 22

1.4% 0.8% 0.0% 1.1% 1.6% 1.7% 0.8% 0.0% 0.0% 2.2%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

【設問Ｂ】

回　　答 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

11 0 0 3 8

0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8%

300 70 36 97 97

22.6% 58.3% 80.0% 53.0% 9.9%

1,003 50 9 83 861

75.5% 41.7% 20.0% 45.4% 87.9%

14 0 0 0 14

1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4%

1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回　　答

合　　計

答えたくない

北広島市外

西部地区

大曲地区

西の里地区

団地地区

東部地区

無回答

合　　計

女性

答えたくない

答えたくない

無回答

合　　計

無回答

男性

70代～

60代

50代

40代

30代

10～20代
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＜資料１‐２＞ 設問１ 到来すると考える社会及び実現すべきと考える社会

（自由記述） 

 
Ａ．到来すると考える社会 

№ 自由記述 

1 一極集中社会。 

2 地球温暖化と災害多発。 

3 異常気象対応。 

 

 

Ｂ実現すべきと考える社会 

№ 自由記述 

1 格差がなくどんな職業でも希望をもって就労できる社会。 

2 健康でいられること。寝たきりにならないこと。 

3 保育園などではなく、親が子供を育てることを大切にする社会。 

4 大学授業料の軽減。 

5 保育園などではなく、親が子供を育てることを大切にする社会。 

6 崩壊状態。 

7 元気なうちは収入を得るために働き口がある。 

 
※Ａ、Ｂとも「11．その他」を選択したものの、具体的な記述がないものは除いています。 
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＜資料１‐３＞ 設問２ 子どもに身につけて欲しい力の重要度 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

9 0 0 1 8 8 0 0 1 7 16 1 0 3 12 14 0 0 3 11 18 0 0 3 15

0.7% 0.0% 0.0% 0.5% 0.8% 0.6% 0.0% 0.0% 0.5% 0.7% 1.2% 0.8% 0.0% 1.6% 1.2% 1.1% 0.0% 0.0% 1.6% 1.1% 1.4% 0.0% 0.0% 1.6% 1.5%

505 34 22 68 381 795 62 32 72 629 177 6 6 25 140 820 70 32 89 629 258 15 5 34 204

38.0% 28.3% 48.9% 37.2% 38.9% 59.9% 51.7% 71.1% 39.3% 64.2% 13.3% 5.0% 13.3% 13.7% 14.3% 61.7% 58.3% 71.1% 48.6% 64.2% 19.4% 12.5% 11.1% 18.6% 20.8%

757 78 22 107 550 496 56 12 97 331 796 82 30 99 585 467 45 13 84 325 778 72 33 106 567

57.0% 65.0% 48.9% 58.5% 56.1% 37.3% 46.7% 26.7% 53.0% 33.8% 59.9% 68.3% 66.7% 54.1% 59.7% 35.2% 37.5% 28.9% 45.9% 33.2% 58.6% 60.0% 73.3% 57.9% 57.9%

45 7 0 5 33 27 2 1 12 12 301 26 6 47 222 25 5 0 7 13 254 32 6 38 178

3.4% 5.8% 0.0% 2.7% 3.4% 2.0% 1.7% 2.2% 6.6% 1.2% 22.7% 21.7% 13.3% 25.7% 22.7% 1.9% 4.2% 0.0% 3.8% 1.3% 19.1% 26.7% 13.3% 20.8% 18.2%

11 1 1 2 7 2 0 0 1 1 32 4 2 7 19 2 0 0 0 2 16 0 0 1 15

0.8% 0.8% 2.2% 1.1% 0.7% 0.2% 0.0% 0.0% 0.5% 0.1% 2.4% 3.3% 4.4% 3.8% 1.9% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.5% 1.5%

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 1 1 2 2 0 0 0 0 0 4 1 1 1 1

0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.8% 2.2% 1.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.8% 2.2% 0.5% 0.1%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回　　答
問２ 問３ 問４ 問５

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

問１

合　　計

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

6 0 0 1 5 17 0 0 3 14 11 0 0 2 9 10 0 0 4 6 14 1 0 1 12

0.5% 0.0% 0.0% 0.5% 0.5% 1.3% 0.0% 0.0% 1.6% 1.4% 0.8% 0.0% 0.0% 1.1% 0.9% 0.8% 0.0% 0.0% 2.2% 0.6% 1.1% 0.8% 0.0% 0.5% 1.2%

643 60 26 58 499 407 31 8 47 321 406 31 12 43 320 565 48 20 59 438 317 28 9 33 247

48.4% 50.0% 57.8% 31.7% 50.9% 30.6% 25.8% 17.8% 25.7% 32.8% 30.6% 25.8% 26.7% 23.5% 32.7% 42.5% 40.0% 44.4% 32.2% 44.7% 23.9% 23.3% 20.0% 18.0% 25.2%

621 56 18 109 438 798 82 34 119 563 800 75 32 109 584 694 64 24 105 501 822 64 33 125 600

46.8% 46.7% 40.0% 59.6% 44.7% 60.1% 68.3% 75.6% 65.0% 57.4% 60.2% 62.5% 71.1% 59.6% 59.6% 52.3% 53.3% 53.3% 57.4% 51.1% 61.9% 53.3% 73.3% 68.3% 61.2%

56 3 1 14 38 99 7 3 14 75 104 13 1 26 64 54 6 1 14 33 167 26 3 23 115

4.2% 2.5% 2.2% 7.7% 3.9% 7.5% 5.8% 6.7% 7.7% 7.7% 7.8% 10.8% 2.2% 14.2% 6.5% 4.1% 5.0% 2.2% 7.7% 3.4% 12.6% 21.7% 6.7% 12.6% 11.7%

1 1 0 0 0 7 0 0 0 7 7 1 0 3 3 3 2 0 0 1 7 1 0 1 5

0.1% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.5% 0.8% 0.0% 1.6% 0.3% 0.2% 1.7% 0.0% 0.0% 0.1% 0.5% 0.8% 0.0% 0.5% 0.5%

1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 1 1 0 0 0 1

0.1% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.5% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
合　　計

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

問７ 問８ 問９ 問10問６
回　　答

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

11 0 0 3 8 13 0 0 2 11 23 2 0 1 20 23 2 0 1 20 27 2 0 2 23

0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8% 1.0% 0.0% 0.0% 1.1% 1.1% 1.7% 1.7% 0.0% 0.5% 2.0% 1.7% 1.7% 0.0% 0.5% 2.0% 2.0% 1.7% 0.0% 1.1% 2.3%

529 42 24 57 406 283 19 10 37 217 752 60 20 99 573 645 63 20 83 479 225 20 6 31 168

39.8% 35.0% 53.3% 31.1% 41.4% 21.3% 15.8% 22.2% 20.2% 22.1% 56.6% 50.0% 44.4% 54.1% 58.5% 48.6% 52.5% 44.4% 45.4% 48.9% 16.9% 16.7% 13.3% 16.9% 17.1%

681 63 17 98 503 804 76 30 112 586 525 56 25 75 369 625 51 25 94 455 868 72 37 124 635

51.3% 52.5% 37.8% 53.6% 51.3% 60.5% 63.3% 66.7% 61.2% 59.8% 39.5% 46.7% 55.6% 41.0% 37.7% 47.1% 42.5% 55.6% 51.4% 46.4% 65.4% 60.0% 82.2% 67.8% 64.8%

99 12 4 23 60 194 21 5 28 140 27 2 0 8 17 34 3 0 5 26 188 24 2 25 137

7.5% 10.0% 8.9% 12.6% 6.1% 14.6% 17.5% 11.1% 15.3% 14.3% 2.0% 1.7% 0.0% 4.4% 1.7% 2.6% 2.5% 0.0% 2.7% 2.7% 14.2% 20.0% 4.4% 13.7% 14.0%

8 3 0 2 3 30 2 0 4 24 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 17 1 0 1 15

0.6% 2.5% 0.0% 1.1% 0.3% 2.3% 1.7% 0.0% 2.2% 2.4% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 0.8% 0.0% 0.5% 1.5%

0 0 0 0 0 4 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 2

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 1.7% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.8% 0.0% 0.0% 0.2%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

合　　計

無回答

とくに重要

重要

回　　答
問11 問12 問13 問14 問15

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

23 3 0 1 19 27 2 0 3 22

1.7% 2.5% 0.0% 0.5% 1.9% 2.0% 1.7% 0.0% 1.6% 2.2%

506 41 14 78 373 220 21 9 25 165

38.1% 34.2% 31.1% 42.6% 38.1% 16.6% 17.5% 20.0% 13.7% 16.8%

726 62 31 92 541 831 78 32 117 604

54.7% 51.7% 68.9% 50.3% 55.2% 62.6% 65.0% 71.1% 63.9% 61.6%

69 13 0 12 44 233 16 4 37 176

5.2% 10.8% 0.0% 6.6% 4.5% 17.5% 13.3% 8.9% 20.2% 18.0%

4 1 0 0 3 16 3 0 1 12

0.3% 0.8% 0.0% 0.0% 0.3% 1.2% 2.5% 0.0% 0.5% 1.2%

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

問16 問17

あまり重要

ではない

重要ではない

合　　計

回　　答

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない
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＜資料１‐４＞ 設問３ 子どもに身につけて欲しい力について（自由記述） 
 

№ 自由記述 

1 自ら考え、判断する力。 

2 新たな価値観に順応し、応用していく力。 

3 正しいものを見抜く力と正しいことを貫こうとする力。 

4 

自分の子どものころに比べて、児童生徒の外遊びが格段に少なくなりました。子どもなりに忙しいこと、屋内でゲームができること、戸外で伸び伸びと遊べる場所が少ないこ

とが、その原因と考えられます。地域の遊び場として、小学校のグラウンドが開放されたならば、親子のキャッチボール、小中学生が混じったサッカーゲーム、外周では主婦

たちのランニング、、など時々夢想しています。 

5 
他者と共同し、問題を解決していく力。他者とのコミュニケーションにおいて、笑顔・喜び・幸福感を与えて、広げていける力。環境整備力（身の回りのの整理整頓はもちろ

ん、勉強その他の計画実行力）。災害や犯罪から身を守る力。 

6 自ら生きていく力。人間力。 

7 困難な事に当った時にそれを乗り越える力、耐える力。他者の痛みを自分のことに置き換えられる事が出来る想像力や優しさ。 

8 協調性、親孝行。 

9 人間力。人望。 

10 発想力と洞察力。 

11 社会上のルールを身に着けて欲しい。たとえば、自転車の乗り方、横断の仕方、歩き方、道路横断等。 

12 思いやる心。 

13 自分で考え、生活できる力。家事力。 

14 
北広島市が日本の中で、世界の中で果たしている役割というか位置づけについて理解する郷土学習。 

（３人の先人とともに、現在・未来を見据えた郷土学習。） 

15 自分を愛する心。ふるさとを愛する心。家族を愛する心。人を愛する心。 

16 
グローバル社会が到来する今（TPP,、TPA)、日本と世界との経済、サービス、その他の分野で従来の生活に大きく影響する協定を次世代の若者へ理解させ、日本が進むべき道

を思慮できる力を育む。 

17 言われた事をやるだけでなく自分で考えて動ける子になってほしい。 

18 自分の幸福観をしっかり持つ。そのためには、「好き」「嫌い」をお互いに受けとり、認め合える人に育つ。形だけの「平等」「公平」にこだわらない子どもたちを育てる。 

19 故郷や住んでいるまちを重んじる心。 

20 他者の考えや意見をしっかり聞き、受け止め、それに対する自分の考え・意見を自分の言葉で伝える能力。 

21 
子ども達の遊び方が変化していく中、人との距離感や関わり方が上手く出来ない子どもがどんどん増えていく気がします。集団での教育の中で、そういう事を学んでいければ

と思います。 

22 ICTに頼りすぎない生活も必要だと思います。 

23 設問２の 14の他者には外国人も含まれる。 

24 

ICT、AIなど 60代の私にはとても想像もできない社会になっているようで、その変化のスピードは日進月歩などという言葉では追いつかないほど。地球上、どこにいても他の

国とは無関係ではいられない今、どんな変化にも柔軟に対応し、自分に自信をもって社会の一員として生き抜いていく力を身につけて欲しいです。そして押し寄せる大量の無

差別な情報を選り分けて正しく使う洞察力を養ってほしいです。 

25 平和を尊び生きようとする心や態度。 

26 国際化に対応した柔軟で前向きな姿勢や北広島市を魅力あるまちとして発信していける態度（それを生かせる施政を要望。）。 

27 インターネットや SNSは子どものうちからは必要ないと考える。便利なものだが危険やいじめなど昔とは違う陰湿な嫌がらせは許せないので必要性を学習してほしい。 

28 今、自分には何が出来るのかと考える力と行動力。人のために何が出来るかと考える力、思いやり、気づかい。 

29 生きようとする力があれば良い。 

30 自ら考え、行動していくことが大切。思いやりの気持ち。 

31 

それぞれがどのような状況・立場になってもまわりに自分のことを考え行動できる人間に育つこと。そうすれば、具体的な夢や方向性はそれぞれに見えてくるはず。どうして

も今の小中学校をみていると次の学校へ行って困らないための小中一貫を目指しているのであって、人として大切なことを学んでいない気がします。設問１つ１つは立派です

べて実現すれば素晴らしいことですが、具体的にどうすればそれが実現するのでしょうか。 

32 
物事を個別に考えるだけでなく、全ての言動と思考がつながり、連なることを多様な体験からつかみ取り、自己確立や自立につながる環境に身を置いていこうとする態度を望

みます。 

33 自分は自分の考えに基づいて生きる、行動するという考え方を身につけて欲しい。 

34 リーダーシップの育成。 

35 挫折から立ち直る力。失敗を糧とする力強さ。 

36 自らの安全を確保できる能力（体力を含む）。 

37 確かな学力、豊かな心、健やかな体。知徳体のバランスのとれた力。生きる力。 

38 グローバル化社会に向けて、国際感覚や広い視野、価値観の共有。 

39 自分で決める力（自己選択、自己決定、自己責任）。夢みる力。 

40 自らの生きる態度に誇りを持ち、自信をもって生きようとする態度。  

41 礼儀、行儀。 

42 
もっともっと「自然・生き物とふれ合う機会」を増やしてほしい。思いやりのある子へ育ち、いじめも少なくなり、自ら考える力を養い、自立へと向かうでしょう。家庭だけ

にそれを求めるのは難しい時代になってきています。 

43 
スポーツを通じて人間関係の大切さを学んでほしい。文化教養面が若干不足しているように見受けられるので、今後の北広島はスポーツ、芸術文化を重視する街づくりを希望

します。 

44 設問４にある目標１、２のことが書かれていない。市教委の小中一貫教育目標にも「大志をいただき」とあります。最重要だと思います。 

45 自然に対しての関心と保持する心。 

46 
地域を愛する心と共に、他者をも受入れ、地球人として未来を見つめ協力する大切さを教えてください。 

自分の特質を知り、同時に他者を受入れ、ともに向上を図ることができる人となる力。 

47 精神（心）の強さ。勝たなくても良い。絶対負けないという心の強さ。百回転んでも百一回目も起き上がる不撓不屈の達磨の精神力。 

48 郷土を愛する心。 

49 逆境にくじけない心。 

50 
子供が育つは社会の中で、家庭・学校が主にあります。しかし、同学年の子供同士だけでなくより多くの異年齢、特に大人とコミュニケーションがとれる時間や交わりの場を

親に気づいてほしい。親に余裕がない。そのことが子供の成長に重要であると気がついていない。 
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51 読書力。 

52 寛容心。平和の探求。 

53 人のために生きる考えや行動をおこす力。 

54 自分から大きな声であいさつする。 

55 地元、地域を愛する心。 

56 生きていて「楽しい」と思える体験・経験の場を見つけて行動して欲しい。 

57 マスコミやメディアなど外からの雑多な情報に対して、時に疑問を持ち、種々選択して自分の中に取り込んでいく、柔軟な思考力。 

58 「アンビシャス」の理念を目標に入れる。 

59 多様な価値観があり、客観的な考えを持てるような教育。 

60 複数の語学力（英語、中国語）。 

61 
学校教育の見える学力のみに頼らず、北広の子には特に「見えない学力」（思考力、関心、意欲、感性、経験）等を地域の大人にも参画させて、活性化を計ると良いと思いま

す。 

62 ありがとう、ごめんなさい、の言葉を素直に言える。あいさつがきちんとできる。 

63 まず自分の親の姿、生き方を正しく見る・見られる。親が自信を持った生き方・子育てをしているでしょうか。 

64 

他者を尊重し、共に生きていく心や態度のどんなに大切なことかは、家庭も学校もそれぞれの役割の中でで（家庭・学校現場と）充分に行われていると信じています。家庭の

形態（変化）、今や百歳時代と言われて久しい現実、そのような中で高齢者への労り、言葉をもっての優しさ、挨拶（事例：登校中オハヨウゴザイマス、こちらからしないと

しない）・・・人と人の関わりの基本「挨拶できる子ども」学校、家庭の目標としてほしい。 

65 家庭、地域、国家を重んずる心。 

66 大きな環境変化（温暖化や大雨、台風の大型化）に対応する知識と実践力。 

67 忍耐強く、他人を思いやる心を持った人間に成長する教えが必要と考えます。 

68 政治に対する知識。 

69 設問２の№14に関係することですが、障がい者に対する心、態度など最も身近に感じて欲しい。 

70 設問２がちゃんとできるようにお願いします。 

71 

子どもたちが学校づくりや地域・まちづくりの一担い手という位置づけであるという発想の主体性を身につけて欲しいし、指導者もそういう自覚で考えてはどうか。つまり子

どものためにはではなくて、子どもだからできること・発揮できることを大人が提供できるか。また、子ども自身が同様のことを考える機会があるのでしょうか。北広島子ど

も教育委員会などはあるのでしょうか。 

72 総じての設問が重要以上だと思います。 

73 世界に貢献するための語学力・態度。 

74 各地区の人たちで地区ごとに企画運営し事業を持ち回りで行う。参加年齢自由。企画運営は、13歳以上。小中高校、大学、大人、市側。 

75 
北広島市教育目標の達成で良いと思いますが、大切なのは頭だけではなく、胆力に支えられなければ意味を持ちません。（教育目標１～５）÷胆力＝物事を担う力（実行力）

です。 

76 親・兄弟を重んじる態度（先祖を含め）。 

77 
これからはグローバル化がさらに進むとともに、文化・生活・考え方が違う人たちと共に暮らす多様性社会を迎えます。多様性社会で生きていく力を身につけてもらいたいで

す。 

78 困難に対して立ち向かう胆力。 

79 人のためにかんばる力。 

80 「おはよう」「ただいま」「ごちそうさま」「ありがとう」など挨拶の習慣を身につけさせ相手を思いやる心。 

81 自分のやりたい事を見つける力。さらにその先の使命感を感じる力。 

82 

コミュニケーション力ではあるのですが、特に「感情」について次のとおりです。 

①感情表現 

 うれしい、楽しい、清々しい、さわやか、イライラ、腹が立つ、辛い、悲しいなど、自分の感情に気づくということは、自分自身の中でどんなことが起きているかを知るこ

とです。 

自分の内面を知ることは全ての出発点です。例えば、テストで 100点をとっても、50点をとってもうれしくも、悔しくもないとするとなら、そこからの成長は見込めません。

しかし、喜びや悔しさは、更なる学びへと向上心や意欲、努力へとつながることと思います。また、人の心を動かす、人の心に響くのも「感情」です。親はとかく「早く」

「早く」と言いますが、子どもの行動が一向に変わらないのは、親をうるさいとしか思わないからです。親が感情表現をすることで、子どもの行動が変わるということがたく

さんあります。例えば、「早く起きなさい」ではなく、「遅刻するのではないか心配だよ」とか「せっかく作った朝ごはんを食べずに学校へ行くのはがっかりだよ」と親の気

持ちを伝えると、子どもは「遅刻を心配していたんだ」と親の気持ちを知ったり、「朝ごはんを無駄にしたら悪いな」と親への思いやりが生まれてきたりします。こうして周

りの大人が感情表現をすることで、子ども達は大人を見習って、自分の友達との関係で、自分の気持ちを伝えることができるようになります。「ムカつく」と言って相手を無

視したり、暴力を振るったりなど、いじめを生む要因にコミュニケーション力の低下が考えらえます。犯罪の低年齢化も「恐ろしさ」を感じないからだと言われています。感

情鈍麻は怖いことなのです。「授業中おしゃべりをしていると、先生の話が聞き取れなくて困る」「掃除をせずに帰ったでしょう。あなたがいない分、時間がかかって大変だ

ったのよ」など、自分の思いを正確に伝えられること、感情表現ができることは、より良い人間関係を築いていく上でとても重要です。 

②共感 

 相手の立場に身をおいて、相手の気持ちを理解する「共感」は同情でも、同意でもありません。相手の気持ちを正確に理解する力です。そして、それは相手に対し関心を持

つことでもあります。どんな社会を築いていくにしても、無関心では始まりません。誰がどんなことを求めているのか、人に関心を持ち、理解しようとすることは基本と考え

ます。 

83 自分を大事にする心。 

84 
日本の伝統文化に親しんでほしいと思います。各地区文化協会には、日舞、詩吟、民謡、剣詩舞等長年研さんしているサークルが多いので、子どもに見ていただく機会がある

と良いと考えています。 

85 
正しいこと、正しくないことを自分の力で身につけて判断できる力。これが身につけば、弱者に対して、どのような接し方をすればよいかわかるのではないでしょうか。いじ

めを隠ぺいする大人サイドの体質も問われると思います。 

86 語学力。礼節。 

87 北広島で育ち北広島で貢献し、力を発揮できる、そのようになってほしい。そのための施策をより充実すること。 

88 地域（自分が過ごしたこと）を大切に思う心。五感を意識し五感を通して学ぶ力。自尊心。楽しめる心。 

89 IT化が進んでいくと”自己本位”の考え方の人が多くなる恐れがあるので、”思いやる心”を持ち、人の身になって考えられる人間を育成してほしい。 

90 
国語の読む、書く、話す力を付けて欲しい。そのためには、沢山の本を読み、多くの文字、言葉を覚える必要がある。そして、思考力、判断力、表現力、応用力を身に付けて

欲しい。 
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91 
北広島市は自然（森）に囲まれた豊かな地域です。自然を大切に考える大人になってほしい。「エルフィン」とは妖精という意味ですが、五感を育む環境で育ってほしいで

す。 

92 宗教心（親も子も）。 

93 礼儀。 

94 礼儀。 

95 道徳教育の時間を多く取り教育してほしい。 

96 
身につけてほしいことはたくさんありすぎて、つめこむのがかわいそうです。親として思うのは、人を傷つけたり傷つけられたりしないよう、自らを守れる、他人を守れる観

察力と洞察力を身につけてほしいと思います。 

97 高齢者とかかわる機会をつくり偏見をなくす。 

98 結婚に対する魅力と重要性について推進する場を作る 

99 自己肯定感を高める力 

100 自分は愛されていると思える力 

101 

・地球の一員として生きていく心（「SDGS」などクローズアップされていますが、このままだと彼らが大人になるまで地球に住んでいられるのか心配です） 

・菌と共存していく心・体力・免疫力（過剰な除菌・殺菌がかえってアレルギー・アトピー児を増やしていると聞いたことがあります。手の平と足の裏を使って外のもの、自

然なものに触れてからだが強い子になってほしい） 

102 
相手を思いやったり気遣いをすることが日常にできる力 

ありのままの姿も受け入れられる気持ち 

103 挫折や大きな失敗を乗り越える気持ち。すぐ諦めず粘り強く物事に取り組む姿勢 

104 温故知新 

105 家の中でできること以外の生きる力を学べること 

106 

・ふる里の良さを感じ、お年寄や障がいをもった人等（マイノリティー）に必要なときに、声をかけられる力 

・自然を愛し、守ろうとする力     ・自分を大切にし、時間を自分のために有効に使える力 

・赤毛米や、クラーク博士など、北広島の伝統を誇りに思う力     ・自分の良さを認める力（自己肯定感の育み）     ・友だち、家族、地域の人を大切にする力 

107 情報化社会の中で、必要な情報を正しく選択できる力。様々な情報の活用方法を身につけて欲しい。 

108 自分より弱い立場の子や障害などで同じことができない子などを差別することなく尊重でき、助けあうことができる人に育ってほしい 

109 世界で活躍できるグローバルな力（英語力や外国の方とのコミュニケーション能力） 

110 健常者、障害者、老人、子供世代に関係なく共存出来る社会 

111 プレゼンテーション能力、ディベート能力 

112 情報社会の中で、自分にとって有益な情報を適格に見きわめる能力。 

113 まずは自分を大切にする力 

114 様々な世代と関わっていくこと 

115 No.4や No.9に通じると思いますが（全てに）思考、判断、表現、意欲、態度｝自ら行動に移せる力。”行動力” 

116 思いやりをもつ心 

117 何が重要なのかは個々にちがうので本人に合った事、やりたい事を学べると良いと思う。 

118 
・北海道から出て、日本中でたくましく生きてゆける、強いメンタルと明るい心、思いやりのある優しい心を伸ばして！ 

・正しい言葉使い、礼儀。 

119 自然の厳しさや災害についての知識 

120 思いやりの心 

121 上手に表現できないのですが、いじめない、いじめられない力を身に付けて欲しいです。 

122 いじめに負けない精神力、コミュニケーション能力 

123 自己肯定感。自己アピールする力 

124 あいさつをきちんとするなど、人としての基本的なこと。 

125 めげない、失敗してもやり直せる力 

126 
困った時には声を上げて周囲に助けを求める力。 

自分に余裕がある時に周囲を自発的に助ける力。 

127 
市の歴史・文化・人物など学ぶ機会を作ってほしい。学校の授業にその時間を作るなど。今の子供達が将来、北広島市出身だということを自信や誇りを持って言える、そんな

街にしてもらいたい。 

128 農業が盛んなので、食べ物がどのように栽培され、食卓に上がっているかという食育など 

129 勉強とスポーツの両立等、自主性を養う力 

130 友達を思いやり、年代の違う人達にも優しく接することが出来る心 

131 国際社会を視野に考える力 

132 良い、悪い等などの道徳心 

133 自分を大切にすること。災害時に生き抜く力。 

134 異文化理解の深化。国際社会で生きていくための力。 

135 北海道、日本だけでなく、世界全体に目を向けてグローバルな視野で考え、生きていく力。 

136 語学力 

137 遊ぶこと 

138 協調性 

139 
競争する力。勝負することの大切さ。くじけない強い心と行動力。何かをやりたいと思ったときに不足だと感じることがない学力。学習方法を身につけておく事。他人と自分

を比較するのではなく自分をしっかりと持つ力。色々な事に対して予防する力（先を見ること、考えることができること～病気の予防など色々な物事に対する先見の目） 

140 
学力の力。札幌に比べるとレベルは低いと思う。 

メンタルの弱さ、自分の思い通りに行かないとすぐ泣く子、周囲が迷惑する。 

141 自ら進んで考え、行動する力。何かを待っているだけでは、何も生まれない。 

142 想像力 

143 設問２にほぼ含まれていると思います。 

144 ＰＤＣＡ回せる力 
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145 自身で考えて行動に移せるようになる。それについて他者に説明できる。 

146 
身につけてと言うよりも、子供が四季を通してもたくさんあそべる様な施設を北広島市は考えるべき。年寄りには住みやすいかもしれませんがね・・・。デイサービス系沢山

ですよね。公園なども遊具が少なすぎ。 

147 自己肯定感が高くなるような機会をつくってほしい 

148 生きのびる力。災害など、万が一の事態にも対応できるスキル。 

149 色々な事を応用する力。 

150 英語、中国語など外国語を学べる機会を増やし、身に付けてほしい。 

151 
今後、ＡＩなどが普及し、今の子ども達は「対人」から「対機械」に触れることが多くなるので、より人との関係を上手く、そして大切にする力が必要だと思う。現在でも子

ども同士の遊びにゲームなど機械を介することが多くなり、人間同士の付き合い方が苦手・下手・わずらわしいと感じていることが多いと思う。 

152 のびのびと自然に親しむ力。外国人等との円滑なコミュニケーションをとれる力。 

153 社会人なって困らないように一般常識は身につけてほしい。 

154 教師の間違いを指摘する力。 

155 アンガーマネジメント。 

156 不審者への対応。 

157 人に優しく。 

158 自分、他者を大切に思い生きてほしい。 

159 正しい日本語。教育現場で教師が生徒に対して使う言葉が適切でないことが多い。（ex.おまえら、てめー） 

160 自分自身を大切にする心。価値ある存在として重んじる自尊心を育てて欲しい。 

161 自己決定する力。 

162 他人からの目を気にせず行動できる能力を身につけてほしい。 

163 海外の方とも交流できる語学力。 

164 
自尊心を育むことによって、自分の心や命を大切にする力を身につけ、それによって、はじめて、他人を尊重し、自然やすべての生き物を尊重する心が生まれると思いますの

で、それが最も重要に思います。 

165 自分自身の個性を大切にし、自分を好きでいてほしい。 

166 なりたい自分になるために努力し続ける力。 

167 
望めば大抵のものは手に入る時代。そんな時だからこそ、どうすれば手に入るのか悩み、苦しみ、手に入れられず枕を涙でぬらす程ほしいと思える心・気持ちを持ち続け、手

に入れる力。 

168 ・自分で生きていく力。  ・災害などに対応できる力。 

169 与えられた正解はオンリーワンかどうか考える力。物事や歴史の肝をつかむ思考能力。 

170 自らの意見・意思をしっかりと他に伝える力 

171 外国語力（留学が気軽にできたらいいです。） 

172 学校、町内会、団体活動等で他者を思いやり、足並みを揃えて、共に活動しようとする態度 

173 
子ども達同士の横のつながりのみでなく、自分たちより下の子や大人など上や下とのつながりも自然とできるようになると、お互いに良いなと思います。助け合いや相談等し

やすくなるのかなと思います。 

174 
インターネットやスマホになれる事を悪いとは思わないが、情報もコミュニケーションもスマホで終わることに不安を感じることもあるので、人対人でしっかり関わり、コミ

ュニケーションをとれる力をつけて欲しいと思います。 

175 グローバル社会に対応出来るレベルの語学力(英語) 

176 命の大切さ 

177 人をおもいやること 

178 学力 

179 

自分の思いを発信できる力(意見ではなく思い)※子供は冷静に大人同士の権力者上下関係をみている。思いを意見ととらえられて、怒られるとおもうばかりに何も言えない。

何も言わない方が良いと考えるようになるのは勿体ない。大人がまず、聞く耳を持つ姿勢をとることがだいじでしょうが、気づかない、気づけない大人ばかりで子供がかわい

そう。 

180 世界に目を向けた活動、かかわり。 

181 広い視野、大らかな心 

182 楽しむ力。 

183 挨拶、礼儀、思いやり。 

184 日本人としてのほこりを持つ心 

185 フィールドワークのような形で北広島市内の企業や施設を見学し、地元のことをより知り、自分たちの町に誇りを持ってもらいたいです。 

186 スポーツがもっと強くなってほしい。あちこちにテニスコートもあるし、江別総合運動公園も利用していったらどうなのでしょうか。 

187 知識を身に付けるのはもちろん大事だが、親世代にあった芸術面での学習（芸術鑑賞等）の時間や課外活動などが少ないような気がします。 

188 地域住民（後期高齢者）とのふれあい（会話）など。（後期高齢者の世帯が多い為） 

189 人のために誠の心を尽くせる人間性 

190 障害をもつこももたないこもお互いに仲よく生きていけるようになってほしい。 

191 ボーイスカウトの様な活動 人間力 

192 
市で配られている夢ノートを持たせていますが、これが税金を使ってやるほどの事かと思います。正直“夢”を持ってないと立派な大人になれないという感覚にも思えてきま

す。それより、自立する→お金の大切さなどをもっと子供に学んでほしいと思います。 

193 自分にしかできない“何か”を見つけてほしい。 

194 親に感謝の気持ちや、家事など手伝ってほしい。 

195 精神レベルの底上げ（危機を感じます） 

196 自国愛だけではなく世界の他の国々の事も愛せるような心を育んでほしい。 

197 礼儀 

198 自分の身近にいる親しい人だけでなく、誰に対しても感謝し、助け合う心。 

199 物や情報があふれる社会の中でも、依存するばかりでなく、自分の考えをしっかりと持ち、行動できる力を身に付けて欲しいです。 

200 学力。 

201 優しい心。自分を大切にできる力。 
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№ 自由記述 

202 
自分の学習用具は自分の力で！！昔と違い環境が違うと言えばそれまでですが、植物の鉢やスキー用具、親が動いて当たり前というのは将来のためにはならないように感じま

す。 

203 教える側の方を見直していくと良い。 

204 チャレンジ精神。いつでもやり直せる自信を持つ。 

205 優しい心。 

206 AIなどネット社会の時代にあったものの力 

207 自律、自己管理する力 

208 
今後は更にグローバル化が進み、今以上に外国人が身近な存在になってくると考えられる。中学校卒業時には、日常生活で困らない程度の英語（又は他の外国語）を身につけ

ることが出来るよう、外国人との触れ合いを増やす行事などを率先して行ってほしいと思う。 

209 
グループディスカッションやディベート形式での授業を多くすることで意見を述べ合うことの重要性が感じられると思う。小学校や中学校で行われている模造紙を使ったテー

マ学習も大切だと思う 

210 
適切な忍耐力（我慢すべきところは我慢し、する必要のない我慢はしない）と目標に向かい粘り強くがんばる力。自分の可能性を信じ努力する力と他者を受け入れるバランス

力 

211 災害時に生活するサバイバル精神 

212 国際的な力、英語力など。 

213 視野を広げるよう経験をつみ、多種多様な物や人や価値観を受け入れる心を身につけ、学びを他者に還元出来る大人に育っていってほしいです。 

214 

設問２の中にあげられた力は、どれもすばらしもので「立派な大人に育てたい」というあらわれのように思われます。立派に生きられればそれはそれですばらしいですが先の

見えない時代です。努力はすばらしいことだけど報われることばかりではありません。挫折をのりこえる力をすべての子どもさんに身につけてほしい。「あきらめない力、た

ゆまぬ努力」だけでなく「私ならできる」という根拠のない自信、「こんな仕事もあるんだね」といろんな道を思いつく柔軟性、逃げるのが正解の時だってあります。本来な

ら、地域や家庭でいろんなタイプの大人と出会い、たくさんのモデルを見て育ってほしいのですが、これがなかなかむずかしい。 

215 社会に対して生産性があり、協力的、北広島市を活性化させる意欲をもつ人。 

216 
ボランティアの精神。小さいうちから、身につけられるといいと思います。自分の行動によって他人を喜ばすことの出来る喜びを実感させたい。ゴミ拾いもよいとは思うが他

人が喜んだかどうかはわかりづらい。 

217 札幌とは異なるスタンスの生き方に自信を持つ力 

218 国際性 

219 美しい字を書くこと。漢字を書くこと。手書きの力も大切だと思うから。 

220 リーダーシップ、自己表現力 

221 学力の底上げ。 
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＜資料１‐５＞ 設問４ 北広島市教育目標について（自由記述） 

 
№ 自由記述 

1 全体的に少し古い印象を受けます（生活の合理化など）。 

2 北広島市に住み続けることが難しければ、卒業と同時に終了してしまう目標になるのでは。グローバル社会、共生社会とはあいいれないテーマなのかもしれません。 

3 ３つくらいに絞り、わかりやすくワクワクする内容にすると意識しやすく、モチベーションアップも図れるように思います。（面白味とインパクトを加えて。） 

4 
3と 5に関しては、高度経済成長時の感覚が色濃く残っており、決して悪いわけではないが、もう少し現代～未来社会のニーズに合った表現にした方が良いと思う。特に「合理

化」「生産」の言葉。多様化社会なので。 

5 「生活の合理化」は今の時勢に合っていない。 

6 合理化という言葉に違和感あり。（ニュアンスのとらえ方によりますが。） 

7 現代社会においては自分中心の考えが強く見られることもあり、相手を思いやる心を持つ人も目標になるのではないかと考えます。 

8 約 50年前によく考えた。今後も大切にしていただきたい。 

9 3「文化を高め生活の合理化を目指す人」は他の 1、2、4、5に比べて具体的なイメージが浮かばないと思うのでカットしても良いのでは。 

10 時代の変化を考慮し、見直し・改良が必要と考える。 

11 「生活の合理化」という表現が、現代の中でどういう意味を持つのか考えさせられます。 

12 昔と今とでは、社会が大きく変化していて、子どもを取り巻く環境もかわっていると思います。コミュニティスクールのように地域の協力が必要だと感じています。 

13 １について、何に根ざした”誇り”をもってほしいのか。３について、生活の合理化とは何を指すのかわからない。 

14 理念は素晴らしいと思いますが、グローバル社会の到来に向け、先進的な言葉を盛り込んでほしい。昭和 44年頃の高度成長期と社会の気運は現代では変化しています。 

15 平和の大切さを重んじていくこと。人権を重んじ差別をなくしていくこと。以上２点に関する目標が必要。 

16 
団地ではたくさんの緑、四季折々の形式、交通の便利さ等大変良い生活環境だと思っています。この地で健やかに育った子ども達が力強く夢に向かって社会に出て行って欲し

いと願っています。 

17 
「１」になるために「２」～「５」の実現が重要で、「２」～「５」が実現されると、北広島が自分にとってかけがえのない郷土となり、北広島の子どもは「１」になるのだ

と思います。 

18 

北広島市教育目標を基盤にして、学校の教育目標が（子どもたちの成長に合わせ）掲げられていると思うが、長いこと変わらないできているのでは、、、、。設問２、設問５

にあるような具体的な目標が身につけて欲しい力や態度など重点的に検討できるならば、素晴らしいことである。しかし、すべて重要とは思うが実施するに当たっては、数年

ごとに何点かより強く推し進めるなどしていくことも大切だと思う。 

19 
１の「誇りと自覚」の定義があいまい。客観的にとられ特徴（良い点も悪い点も）を把握できることが重要。３の「生活の合理化」が効率性のみを追求する意味であれば反

対。多様性、ノーマライゼーション、様々な考えや価値観があることを自覚させることが必要。 

20 「合理化を目指す」→豊かさを求める。 

21 
3と 5に違和感を覚えます。「生活の合理化」は今の時代うたわなくても良いのでは。また、５は大事なことではあると思いますが、どこが働くことに対する押しつけを感じま

す。 

22 
１の北広島市民としての誇りとは何か、他よりすぐれているところは何かが具体的に理解できず子どもたちへ、どのように伝えたら良いのか。また、３の文化を高めるとはど

ういうことのなのか、漠然としているように思います。 

23 人と人のつながりを大切にする人。 

24 老人、外国人を含めた他者への共感と共生、思いやりの心を大切にして欲しい。 

25 他地域に比べて先進的な取組に力を入れて欲しいと思います。 

26 
３生活の合理化、５生産を高める等は現代においてはやや時代遅れの感があります。特に「生産を高める人」との目標は、教育においてはインクルーシブの観点からもふさわ

しいとは感じられません。 

27 
教育目標をしっかり読んだのは初めてです。中でも３が読んですっきりときませんでした。文化を高めることが生活の合理化にはたしてつながるのか、と感じてしまいまし

た。 

28 
５生産を高める人という表現は相応しくないのでは。高齢者や障がい者を排除する感じがする。 

３生活の合理化を目指すは、生活を豊かにするなどの方が良い。 

29 北広島っ子と言えるような子供に育ってほしい。それに見合った市の街づくり。行政を支援します。 

30 人を思いやる心。 

31 「生活の合理化」「生産を高める」という文言にひっかかかりを感じます。 

32 目指す姿が分かりずらい。 

33 良いと思う。 

34 昭和 44年の時代を受けていることから、見直しを考えては。 

35 言葉では言うが予算面でも実際の行動面でもあまり信頼できない教育行政を当事者はどう評価しているのか知りたい。 

36 

１について、北広島市民としてではなく日本国民としての誇りと自覚ではないだろうか。 

２について、「協力」という言葉よりも「協働」など時代に応じた文言の使用。 

３について、「生活の合理化」とは何か理解しにくい。 

５について、「生産を高める人」よりも「社会に貢献する人」など、時代に応じた文言の使用。 

37 
平成 30年最後の年となります。昭和 60年 3月に改訂していますが、「郷土社会への貢献」を強調してもよいと考えます。公共心・公正・正しい行い等についても、ぜひ触れ

てほしいと考えます。改善しても良いと考えます。 

38 

教育目標は教育理念からくるのだと思いますが、「まちづくりに努める人」というのが国際社会に向かう現代には合わない印象を受けました。また、「文化を高め、生活の合

理化を目指す」というのが、わかりにくい印象を受けました。（文化は合理化と反対側にあるのではないでしょうか？）「勤労を尊び生産を高める人」という表現は開拓時代

の流れなのでしょうが、学校教育も学習指導要領が改訂されているので、これからの社会を切り開いていける力を育てる教育を「北広島らしく」表現してもらえたら、教育現

場とつながり実践しやすくなるのではないでしょうか。 

39 「生活の合理化」の内容がわからりづらい。「生活の質の向上」のような意の方が良いのではないでしょうか。 

40 
「自分を高め、自分の生き方や自分の道（夢）をえがける」ことが加味されることを期待したい。（集団に役立つ人を求めるだけでなく、一人一人を育て自己実現させる個々

人の特性を生かせることが未来社会では特に重要となる。） 

41 
北広島市の歴史に学び、伝統を誇りに思う人 

３の合理化に変わる言葉を考えてほしい（向上など） 

42 
子ども達にこれらの目標が理解できているのか。又理解できる指導がなされているのか、見えているのでしょうか。学校だけの目標とならず家庭・社会を含めた目標になって

いるのでなければ達成しないと考えます。 

43 
設定年が古いのには驚きました。短くまとめる必要があるでしょうが、より分かりやすく、時代のニーズに合ったものが求められているのでないでしょうか。「他者を思いや

る心」とか「コミュニケーション力を育てる」等具体的な表現が入っても良いのではないでしょうか。 
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№ 自由記述 

44 到達目標のない目標は、ただのお題目に過ぎないと思います。現行の教育目標に対する到達評価はなされているのでしょうか。 

45 スポーツの重要度はわかるが、その蔭を支える力は文化であると思います。ボールパークの中に北広島の文化活動を重視している様相を表現して欲しい。 

46 接する機会がないのですが、目標とは誰にでもすぐに理解できるものであって欲しい。抽象的ではなく。 

47 
この教育目標は学校教育？大人も？ずいぶん漠然とした文言です。これからのことを考え、内容は一緒でも言葉を変えた方が良い。特に、生活の合理化って何？と主婦として

は思いました。 

48 全面的に賛成です。 

49 5つの項目は多いのではないかと考えます。1、4、5の 3項目で、2、3は包含できるのではないでしょうか。 

50 
目標やスローガンは理想ですが、現在市主体や地域ごとに活動している現状報告が少なすぎるので、地区ごとの活動を掘り起こして発信し市民の参考にしたら良い。（スポー

ツ・運動、文化 etc） 

51 3「文化を高め生活の合理化を目指す人」は具体的なイメージが浮かばないと思われるので、カットしても良いのでは。 

52 体験を持って実践と実感することが大事で、１～５はお題目に感じます。 

53 洋式ばかり率先せず、和（日本）的な芸術振興を推進していかなければ、日本文化は衰退していく。 

54 
教育目標は、北広島市の憲法のように思える素晴らしいお見事な文言のように思えます。昭和～平成～と新しい元号と平成の時代が終わりの新天皇の即位。例えば、教育に関

するアンケートの設問１の①～⑩をみても、時代の趨勢にかんがみて、教育長、教育総務課一同の英知にご期待します。 

55 ２の目標は、他の目標と異質な感じを受ける。無くても良いのでは。 

56 現目標で良いと思います。 

57 色々な事に挑戦し実践する人となる。 

58 命を大切にする心を持つ人も含めて欲しい。今の時代にあった目標を考えて欲しい。 

59 本気で取り組む北広島市民になるという目標。 

60 上記目標総じて重要だと思う。私自身この目標に近づけたいと努力したいと思う。 

61 学業に関する目標があっても良いと思います。 

62 指導力の有る人を養成することも大切と思う。 

63 
少子高齢化の先に人口減少が待っている。日本の力、地域の力は子供の教育から生まれる。経済力ではなく本人の能力を生かすためには教育に関わる資金はできるだけ公的資

金で。 

64 
このような教育目標があるとは知りませんでした。これを学校教育の中で、教員が児童生徒に指導するということでしょうか。我が子が優等生ではなかったからかもしれませ

んが、この目標のようなことは、もっと大人になってから徐々に身についていったように思います。 

65 教育目標について、この設問で初めて知りました。目標を掲げることは良いが、浸透していない気がします。違った展開方法で市民に向けた方が良いと思う。 

66 街自体が魅力ある、誇れる街にならないと子ども達が自ら北広島市民としての誇りや自覚を持つのは難しい。この５年間の街づくりにかかっています。文化施設の充実を。 

67 
美しい言葉で目標を提示するよりも、北広島に住んでいる大人がどの様な生き方をしているのか？をみて子ども達は学ぶのでしょう。親や大人が北広島を地域を大切にする心

が大切かと思います。 

68 抽象的なものが多い。時代とともに見直し（具体性を持たせたものを織り込む）が必要。例えば、実践できる”あいさつ”など目標としてはどうか。 

69 創造力。 

70 設定（？制定）から 50年。その精神や文言が時代の流れや市の現状に合っていないように感じます。見直しをする時期なのではないでしょうか。 

71 グローバル化は身近な生活も含め社会のあらゆる分野に及んでいる。教育の在り方も新たなグローバル化に対応していかなければと思う。 

72 
もっと噛み砕いても良いかと思う→２。生活の合理化とは具体的にどんなことですか？子ども達に理解できるでしょうか。それとも教育目標は、学校の先生や教育委員会だけ

の（中）のことでしたか。理解力がなくてすみません。 

73 3「生活の合理化」→合理化というよりも、生活を豊かにする方がいいと思う。 

74 他者を尊重する人 

75 成人も子どもも共に成長しなければならない時代だと思います。「共育」ということばは、助け合うという意味も込めて使いたいと思います。 

76 難しくて分かりにくい 

77 

３．生活の合理化と文化を高めることは、イコールか疑問。（生活の合理化について）たとえばどのようなことか？どう指導するのか、「合理化」という文言は適しているの

か？ 

５．「生産を高める人」は、上司の言うことをきいて休みもなく・・・というイメージがもたれ、今の時代にふさわしくないのでは？ 

78 北広島市民としての誇りと自覚と言う文言が、具体性に欠けていてわかりずらいと思う。 

79 （１．について）誇り。まだ数年しか住んでいませんが、他の地域に誇れているモノ、コト、魅力って何かあるのでしょうか？ 

80 地域に限定した記述でなくても良いのではないか 

81 
おおざっぱ過ぎて、いったい何をめざしたいのか、どこに向かっているのか、よくわからない。ぱっと見て、具体的なイメージがつかみづらい。漢字が多く、堅苦しい。「教

育目標」であれば、若い世代にもわかりやすいよう、もう少しやわらかい表現を。 

82 
４の目標のような内容のものがもう少し増えるといいと思う。4以外は具体的なイメージしにくかったり、市のために尽くす人材の養成目標といったかんじがする。教育目標と

するには少々違和感がある。 

83 目標は良いと思いますが、それぞれについて、達成するために具体的な取組みを示し共有するとわかりやすいと思います。 

84 北広島の自然、緑、環境に対して何かあれば良いと思う。全体的に堅い。 

85 

・設定されてから約 50年近くたっているので、時代に合ったものになっているか今一度考える時期なのではないでしょうか。 

・項目はどれも大切なこととは思いますが、言葉も固いので到底全ては覚えられないと思います。市民に意識してもらい、広く浸透させるのであれば、内容や表現も工夫する

必要があるかもしれません。 

86 ２．５．は教育というよりは社会人となってからの目標という印象がする。 

87 何事にもチャレンジする人 

88 １は重要、市の職員の方が「北広島なんて」と話していたり、市外から平気で通勤してるので驚いている。全体的に子どもには理解しにくい表現では？ 

89 ５は変更すべきと思います。生産が大切な時代は既に終えて今あるものを大切にする考えに日本人もシフトチェンジすべきです！！ 

90 
古い。こういう人の思想に関わることを市の目標にすることは問題では？ 

あきらめない人とか何か一文でズバっと目標になる人を表した方がいいのでは 

91 中学校も自分がかよいたい中学校を自分で選べるようになってほしい。自動的に小中一貫にならないでほしい。 

92 この教育目標は市の発展や市の職員となる人材の目標と受けとれるので、人材育成と繋りが無いように感じます。 

93 もっと子どもにもわかりやすくした方が良いと思う。 

94 ３文化を～ の目標の意味が良く分かりません。 

95 子どもに対して、もう少し分かりやすい表現にした方がよいのではないか 
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№ 自由記述 

96 「生活の合理化」というフレーズに若干の違和感があります。 

97 高度経済成長時代の古い考え方であり、これからの教育のためのものに変えるべきである 

98 生活の合理化とは？分かりにくい 

99 現行で良いと思います。 

100 他者を思いやるなど思いやりの心を持つ記述はないが、現代においては必要かと思います 

101 
勤労という言葉に違和感があります。もっとこの目標をこどもたちにもわかりやすい言葉にした方が良いと思います。教育なので、勤労だけでなく、学習することも含めた表

現、思いつきませんが・・・。 

102 

１については、あまり時間ありません。何か市民で団結する様なことをしたら、良いのでは？大人～子供まで一緒に目標を立ててやる。 

３については、赤毛米作った町だけで他に文化はありますか？ 

５については、生産高める人ちょっと意味が分かりずらい？新たに改訂した方が良いのでは？ 

103 物が無くても遊ぶ。何も言われなくても考えられる。相手の立場になり、傾聴する心が必要。 

104 昭和４４年に作られた教育目標を４９年間見直さずに掲げていることが問題。古くて今の時代にまったく適していません。 

105 ３について意味がよく分かりません。 

106 
平和大使の活動を通し、戦争のない平和を願う人を追加して欲しい。広島に行った子の報告、平和集会から子供たちは戦争の悲惨さは感じ取っていると思います。この活動で

北広島の子供たちは他の市町村よりもより平和を意識し願っていると思うので、これから先もずっと平和大使の活動は途切れる事なく行って欲しいです。 

107 もう少しわかりやすい言葉で、現在の状況に合った内容に変えた方が良いと思います。 

108 それぞれの教育目標を達成するための施策が一般市民に良くみえない。 

109 

３→意味が良くわからない（抽象的） 

４→「健康」ではない障がいや病気のある人も 

５→時代にそぐわない 

110 
本当お年寄りの住む町って思います。小さな道路をバンバン大きな福祉の車が通り過ぎ。あぶなすぎる。これからファイターズだなんだでやってるんだろうが若者にやさしく

ない市です。 

111 ３の生活の合理化とは？子育て（将来の）や、平和を尊ぶ事に関しての教育目標を設定していただきたい。 

112 北広島高校はレベルが高いと有名です。しかし、同じ北広島市に住んでいても通いづらすぎます。（西部地区） 

113 喜びと相手を尊重し尊敬する人。 

114 上記を初めて知ったので、知る機会を増やしてほしい。 

115 町内は高齢者ばかりで、勤労…とはほど遠い感じがします。 

116 
教育目標ではありませんが、アレルギー発症が多い今、大半の対象となる白樺を増やそうと言う考え方はやめてほしい。北広に引っ越してきてからアレルギー症状が悪化し食

べれるものがどんどん減っています。時代のニーズではないでしょうか。 

117 「生活の合理化」「勤労と尊び」というフレーズが古い労働、生活体制の時代のもので、今に合わない。グローバル化、ブラック労働を容認するイメージ。 

118 ５は変更すべきと思います。生産が大切な時代は既に終えて、今あるものを大切にする考えに日本人もシフトチェンジすべきです！！ 

119 全体にだが、特に１について具体性が見えない。生活の合理化？ 

120 ・今のニーズに合っていない ・市民として・・・というくだりは必要ない。一個人が尊重されるべき。 もっと具体的な目標がいい。 

121 大人が決めるのでなく、子どもたちが自ら目標を設定出来ると良いと思います。目標は１項目にして、覚えやすいものがよいと思います。 

122 ③合理化を目指す→豊かさを求める 

123 西の里地区は市街から離れている為、あまり「市民」としての誇りや自覚が薄い。市街のように商業施設を作ってほしい。 

124 子供用に同じ目標をわかりやすく解いた文章があると良いのでは。小学校低学年でも理解できるような文章で。 

125 
・ファイターズ球場ができるに当たり、人口の増加、地域の変化に伴い、子ども達の意識改革も必要になると思います。 

・大人が子どもの見本となるような人間性を確立していけるような市政を考えていかなければならないと思います。 

126 
5の「生産を高める人」は、必ずしもすべての人にあてはまらないのでは、と感じました。（障がいの有無や、様々な病気やその他の事情のある子など）その子や親にプレッシ

ャーにならないと良いな、と思いました。 

127 いつも札幌と比べたり、札幌が先行するからと実行したり、大人になっても勤務は札幌だったりするので、１がより強くなると良いと思います。 

128 “市民としての誇りと自覚”というのが、少し古い感じがする。抽象的。もっと個々の部分を大切にしている様な内容でも良いかと。 

129 
古き良き目標は良いと思いますが、時代と共に多様性が求められる 21世紀なので、変える勇気を持たれてはどうでしょう。設問２の事柄と昭和 44の教育目標があってないと

思う。 

130 ５が意味不明。勤労、生産を高める人が、戦時中の人の言葉の様で、時代にあっていないと思う。分かりやすい言葉と意味ある内容が必要。 

131 北広島市民として～の文言は？（今の時代に合わない気がする）一人の人間として、などもっと大きな区分で。 

132 固苦しくてそういう子どもがどういうものか想像がつきません。子ども自身もこの言葉では何を目指せるのか伝わるか疑問です。 

133 言葉がむずかしくて子供には理解できないと思う。 

134 ３、５は内容は問題ないが、表現はもっとわかりやすく言いかえてもよいのではないでしょうか。 

135 そろそろ見直してもよいのではないかと思います。 

136 豊かなコミュ力で共に持続可能な環境を創りながら社会発展のために努力できる人 

137 （「1 北広島市民としての誇り」にアンダーライン→） 例えば？ 

138 古い感じがします。{3の生活の合理化を目指す 5の生産を高める} 教育目標に当てはまるかぎもんです。  

139 

・健康管理をしてくれる病院が少ないため、高齢者は特に通院する事が大変だと思います。 

・安心して勤労できるよう、認知症の家族を持つ家庭に対して、預けてもらえる場所を拡充していかなくては労働による生産を高める事も難しいと思います。（これは自立不 

可能な高齢者を持つ家庭にも共通する事だと思います。） 

140 
だいぶ年数が経っているので、現代に合わせて見直してもよいと思います。少子高齢化が進み、生産人口も減っているので、能力が高い低い、身体的な障害あるなしなど関係

なく、お互いが認め合い協力し合っていくことが大事だと思っています。 

141 教育目標とありますが、子どもの教育目標と思えません。昭和 44年設定というのも、、見直す時期にきているのではないでしょうか。 

142 理想。 

143 不登校の子供たちへの支援。 

144 生活も学力も大切だと思います。今の時代、豊かになったと言っていますが、はたして子供達の心は豊かなのでしょうか。物が溢れていることが豊かとは思えません。 

145 
子ども達の体のことを考えたら、通学の時のカバンの重さ。これは今すぐ考えることだと思う。何年もかけて、改善されても、今までの子ども達がかわいそう。子ども達は悲

鳴をあげているのに。 

146 やさしさ、思いやりの心、などもあったら。 
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№ 自由記述 

147 3 文化を高め生活の豊かさを求める人 

148 3 文化を高め生活の豊かさを求める人 

149 3 文化を高め生活の豊かさを求める人 

150 3 文化を高め生活の豊かさを求める人 

151 特に問題はないと思いますが、現代の社会と子供たちに合わせた目標に更新しても良いと思いました。 

152 
５の「勤労を尊び生産を高める人」について、そうしたくてもできない人が現実にいることを考えると、特に「生産を高める人」の表記については、そぐわない。もう少し違

った表現の方法を考えてもらいたいと思う。 

153 自然を守り共生して行く 

154 
「市民としての誇り」は大人でも難しいです。特に大きな象徴的な物や歴史が無い中どのように誇りと自覚をもたせるか、日ハムの施設が来ただけではそれにはならないと思

います。その他は内容を読み解くとわかる物だと思います。 

155 新しいこと、意見を受け入れることの出来る人 

156 3 文化を高め生活の豊かさを求める人 

157 
１、北広島市民としての誇り…とは具体的にどのようなものかわかりづらい 

４、健康な身体…さまざまな身体的事情のの子もいるので互いに認め尊重し合える…の方が良いのでは？ 

158 確かな学力と知識。 

159 生活がしやすい環境にしないと若人たちはどんどん都会に出て行ってしまうと思います。 

160 命を大切にする人・他者を思いやる人を④を分かりやすく表現しては。 
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＜資料１‐６＞ 設問５ 取り組むべき教育施策の重要度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

32 0 0 10 22 30 1 0 8 21 26 1 0 8 17 28 1 0 8 19 25 0 0 9 16

2.4% 0.0% 0.0% 5.5% 2.2% 2.3% 0.8% 0.0% 4.4% 2.1% 2.0% 0.8% 0.0% 4.4% 1.7% 2.1% 0.8% 0.0% 4.4% 1.9% 1.9% 0.0% 0.0% 4.9% 1.6%

251 16 13 26 196 395 38 15 56 286 449 29 22 46 352 369 25 18 44 282 352 25 15 28 284

18.9% 13.3% 28.9% 14.2% 20.0% 29.7% 31.7% 33.3% 30.6% 29.2% 33.8% 24.2% 48.9% 25.1% 35.9% 27.8% 20.8% 40.0% 24.0% 28.8% 26.5% 20.8% 33.3% 15.3% 29.0%

723 72 28 110 513 762 59 30 103 570 774 77 21 115 561 809 81 25 112 591 783 79 25 113 566

54.4% 60.0% 62.2% 60.1% 52.3% 57.4% 49.2% 66.7% 56.3% 58.2% 58.3% 64.2% 46.7% 62.8% 57.2% 60.9% 67.5% 55.6% 61.2% 60.3% 59.0% 65.8% 55.6% 61.7% 57.8%

276 29 3 30 214 128 20 0 15 93 71 13 2 13 43 118 13 2 19 84 154 15 3 32 104

20.8% 24.2% 6.7% 16.4% 21.8% 9.6% 16.7% 0.0% 8.2% 9.5% 5.3% 10.8% 4.4% 7.1% 4.4% 8.9% 10.8% 4.4% 10.4% 8.6% 11.6% 12.5% 6.7% 17.5% 10.6%

39 3 1 6 29 10 1 0 1 8 5 0 0 1 4 2 0 0 0 2 12 1 2 1 8

2.9% 2.5% 2.2% 3.3% 3.0% 0.8% 0.8% 0.0% 0.5% 0.8% 0.4% 0.0% 0.0% 0.5% 0.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.9% 0.8% 4.4% 0.5% 0.8%

7 0 0 1 6 3 1 0 0 2 3 0 0 0 3 2 0 0 0 2 2 0 0 0 2

0.5% 0.0% 0.0% 0.5% 0.6% 0.2% 0.8% 0.0% 0.0% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
合　　計

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

無回答

とくに重要

重要

回　　答
問１ 問２ 問３ 問４ 問５

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

31 1 0 7 23 30 0 0 9 21 29 1 0 8 20 30 1 0 8 21 30 0 1 6 23

2.3% 0.8% 0.0% 3.8% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 4.9% 2.1% 2.2% 0.8% 0.0% 4.4% 2.0% 2.3% 0.8% 0.0% 4.4% 2.1% 2.3% 0.0% 2.2% 3.3% 2.3%

276 24 14 29 209 224 25 19 25 155 164 21 9 17 117 223 23 11 19 170 288 28 13 39 208

20.8% 20.0% 31.1% 15.8% 21.3% 16.9% 20.8% 42.2% 13.7% 15.8% 12.3% 17.5% 20.0% 9.3% 11.9% 16.8% 19.2% 24.4% 10.4% 17.3% 21.7% 23.3% 28.9% 21.3% 21.2%

748 68 25 110 545 643 68 18 82 475 707 64 28 105 510 762 68 29 106 559 752 70 28 95 559

56.3% 56.7% 55.6% 60.1% 55.6% 48.4% 56.7% 40.0% 44.8% 48.5% 53.2% 53.3% 62.2% 57.4% 52.0% 57.4% 56.7% 64.4% 57.9% 57.0% 56.6% 58.3% 62.2% 51.9% 57.0%

249 24 5 36 184 373 24 7 63 279 384 32 7 50 295 278 24 2 42 210 235 19 3 40 173

18.8% 20.0% 11.1% 19.7% 18.8% 28.1% 20.0% 15.6% 34.4% 28.5% 28.9% 26.7% 15.6% 27.3% 30.1% 20.9% 20.0% 4.4% 23.0% 21.4% 17.7% 15.8% 6.7% 21.9% 17.7%

20 3 1 1 15 42 2 1 2 37 32 0 0 3 29 30 4 2 8 16 20 3 0 3 14

1.5% 2.5% 2.2% 0.5% 1.5% 3.2% 1.7% 2.2% 1.1% 3.8% 2.4% 0.0% 0.0% 1.6% 3.0% 2.3% 3.3% 4.4% 4.4% 1.6% 1.5% 2.5% 0.0% 1.6% 1.4%

4 0 0 0 4 16 1 0 2 13 12 2 1 0 9 5 0 1 0 4 3 0 0 0 3

0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 1.2% 0.8% 0.0% 1.1% 1.3% 0.9% 1.7% 2.2% 0.0% 0.9% 0.4% 0.0% 2.2% 0.0% 0.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

合　　計

回　　答

無回答

とくに重要

重要

問６ 問７ 問８ 問９ 問10

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

22 0 0 7 15 31 0 0 9 22 31 0 0 8 23 31 0 0 8 23 25 0 0 6 19

1.7% 0.0% 0.0% 3.8% 1.5% 2.3% 0.0% 0.0% 4.9% 2.2% 2.3% 0.0% 0.0% 4.4% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 4.4% 2.3% 1.9% 0.0% 0.0% 3.3% 1.9%

452 40 10 54 348 256 20 7 30 199 147 11 1 12 123 228 18 6 22 182 259 21 7 28 203

34.0% 33.3% 22.2% 29.5% 35.5% 19.3% 16.7% 15.6% 16.4% 20.3% 11.1% 9.2% 2.2% 6.6% 12.6% 17.2% 15.0% 13.3% 12.0% 18.6% 19.5% 17.5% 15.6% 15.3% 20.7%

727 65 29 106 527 810 80 29 108 593 675 70 31 88 486 781 69 30 106 576 767 70 27 108 562

54.7% 54.2% 64.4% 57.9% 53.8% 61.0% 66.7% 64.4% 59.0% 60.5% 50.8% 58.3% 68.9% 48.1% 49.6% 58.8% 57.5% 66.7% 57.9% 58.8% 57.8% 58.3% 60.0% 59.0% 57.3%

114 14 6 14 80 211 20 9 30 152 421 34 13 66 308 262 30 9 44 179 247 25 11 32 179

8.6% 11.7% 13.3% 7.7% 8.2% 15.9% 16.7% 20.0% 16.4% 15.5% 31.7% 28.3% 28.9% 36.1% 31.4% 19.7% 25.0% 20.0% 24.0% 18.3% 18.6% 20.8% 24.4% 17.5% 18.3%

11 1 0 2 8 17 0 0 5 12 46 3 0 9 34 23 3 0 3 17 24 3 0 9 12

0.8% 0.8% 0.0% 1.1% 0.8% 1.3% 0.0% 0.0% 2.7% 1.2% 3.5% 2.5% 0.0% 4.9% 3.5% 1.7% 2.5% 0.0% 1.6% 1.7% 1.8% 2.5% 0.0% 4.9% 1.2%

2 0 0 0 2 3 0 0 1 2 8 2 0 0 6 3 0 0 0 3 6 1 0 0 5

0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.5% 0.2% 0.6% 1.7% 0.0% 0.0% 0.6% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.5% 0.8% 0.0% 0.0% 0.5%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

重要ではない

合　　計

回　　答

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

問13 問14 問15問11 問12

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

28 0 1 6 21 30 0 0 8 22 26 0 0 6 20 28 1 0 7 20 34 0 0 9 25

2.1% 0.0% 2.2% 3.3% 2.1% 2.3% 0.0% 0.0% 4.4% 2.2% 2.0% 0.0% 0.0% 3.3% 2.0% 2.1% 0.8% 0.0% 3.8% 2.0% 2.6% 0.0% 0.0% 4.9% 2.6%

145 11 2 15 117 112 12 4 13 83 238 19 4 27 188 198 21 7 15 155 102 5 1 7 89

10.9% 9.2% 4.4% 8.2% 11.9% 8.4% 10.0% 8.9% 7.1% 8.5% 17.9% 15.8% 8.9% 14.8% 19.2% 14.9% 17.5% 15.6% 8.2% 15.8% 7.7% 4.2% 2.2% 3.8% 9.1%

824 81 31 113 599 743 72 30 101 540 756 73 33 96 554 728 67 30 95 536 574 52 21 78 423

62.0% 67.5% 68.9% 61.7% 61.1% 55.9% 60.0% 66.7% 55.2% 55.1% 56.9% 60.8% 73.3% 52.5% 56.5% 54.8% 55.8% 66.7% 51.9% 54.7% 43.2% 43.3% 46.7% 42.6% 43.2%

292 25 11 40 216 388 31 10 51 296 265 24 6 42 193 326 27 7 58 234 507 51 19 70 367

22.0% 20.8% 24.4% 21.9% 22.0% 29.2% 25.8% 22.2% 27.9% 30.2% 20.0% 20.0% 13.3% 23.0% 19.7% 24.5% 22.5% 15.6% 31.7% 23.9% 38.2% 42.5% 42.2% 38.3% 37.4%

36 3 0 9 24 49 5 1 9 34 35 3 2 11 19 43 3 1 7 32 92 9 4 12 67

2.7% 2.5% 0.0% 4.9% 2.4% 3.7% 4.2% 2.2% 4.9% 3.5% 2.6% 2.5% 4.4% 6.0% 1.9% 3.2% 2.5% 2.2% 3.8% 3.3% 6.9% 7.5% 8.9% 6.6% 6.8%

3 0 0 0 3 6 0 0 1 5 8 1 0 1 6 5 1 0 1 3 19 3 0 7 9

0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.5% 0.0% 0.0% 0.5% 0.5% 0.6% 0.8% 0.0% 0.5% 0.6% 0.4% 0.8% 0.0% 0.5% 0.3% 1.4% 2.5% 0.0% 3.8% 0.9%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回　　答

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

合　　計

問19 問20問16 問17 問18

全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ 全体 区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｃ 区分Ｄ

30 0 0 8 22 26 0 0 5 21 24 0 0 7 17 27 0 0 7 20 27 0 0 7 20

2.3% 0.0% 0.0% 4.4% 2.2% 2.0% 0.0% 0.0% 2.7% 2.1% 1.8% 0.0% 0.0% 3.8% 1.7% 2.0% 0.0% 0.0% 3.8% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 3.8% 2.0%

87 4 2 12 69 184 14 3 16 151 183 6 1 14 162 193 10 3 17 163 234 13 2 27 192

6.6% 3.3% 4.4% 6.6% 7.0% 13.9% 11.7% 6.7% 8.7% 15.4% 13.8% 5.0% 2.2% 7.7% 16.5% 14.5% 8.3% 6.7% 9.3% 16.6% 17.6% 10.8% 4.4% 14.8% 19.6%

623 67 27 101 428 801 80 33 134 554 672 60 24 103 485 660 64 25 94 477 696 72 29 106 489

46.9% 55.8% 60.0% 55.2% 43.7% 60.3% 66.7% 73.3% 73.2% 56.5% 50.6% 50.0% 53.3% 56.3% 49.5% 49.7% 53.3% 55.6% 51.4% 48.7% 52.4% 60.0% 64.4% 57.9% 49.9%

498 45 14 52 387 290 24 9 26 231 376 45 18 47 266 381 38 12 53 278 321 30 11 38 242

37.5% 37.5% 31.1% 28.4% 39.5% 21.8% 20.0% 20.0% 14.2% 23.6% 28.3% 37.5% 40.0% 25.7% 27.1% 28.7% 31.7% 26.7% 29.0% 28.4% 24.2% 25.0% 24.4% 20.8% 24.7%

79 3 2 8 66 22 2 0 2 18 59 7 1 10 41 62 7 5 12 38 44 4 3 4 33

5.9% 2.5% 4.4% 4.4% 6.7% 1.7% 1.7% 0.0% 1.1% 1.8% 4.4% 5.8% 2.2% 5.5% 4.2% 4.7% 5.8% 11.1% 6.6% 3.9% 3.3% 3.3% 6.7% 2.2% 3.4%

11 1 0 2 8 5 0 0 0 5 14 2 1 2 9 5 1 0 0 4 6 1 0 1 4

0.8% 0.8% 0.0% 1.1% 0.8% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 1.1% 1.7% 2.2% 1.1% 0.9% 0.4% 0.8% 0.0% 0.0% 0.4% 0.5% 0.8% 0.0% 0.5% 0.4%

1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980 1,328 120 45 183 980

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
合　　計

無回答

とくに重要

重要

どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要ではない

問25問21 問22 問23 問24
回　　答
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＜資料１‐７＞ 設問６ 取り組むべき教育施策や今後の方向性について（自由記述） 

 
№ 自由記述 

1 困難なことに直面してもおれない強い心を育む教育を行うこと。 

2 
西の里地区には児童センターがなく、特に冬の遊び場の確保、自由な遊び場ないのが実態です。生涯学習振興会さんも様々な企画・運営はしてくださっていますが、日常の

生活に密着した児童センターの確保が必要と考えています。 

3 キャリア教育の中に、AIによって淘汰される職業を見据えて具体的展望を持って指導できる職員を研修等で育成する必要があると思います。 

4 
学年を超えた「共遊」、大人と子どもの「共遊」、学校体育やクラブスポーツから離れた「フリー遊び」の復活が望まれます。体育館や野球場は、学校教育や社会教育の場

であり、フリー遊びには使えません。グラウンドは学校の敷地ですから、管理の問題がありますが、自己責任との絡みで、何とか望ましい方向にと願っています。 

5 
15に関し、子どもから大人、高齢者に至るまで気軽に利用できるフリースペースを各地において欲しい。子どもたちも自習できる場所がないと言っている。高齢者も集える

場所で、元気に健康で生き生きと過ごして欲しい。地域に住む人々の顔が見える場所。郷土愛を育めるように。 

6 高齢者に対する生涯学習実施。 

7 グローバル人材の育成（異文化理解と語学を含む。）。 

8 教育者・指導者の質の向上。 

9 日本ハムとの連携による BPの積極的な活用。 

10 全地区でのコミュニティスクールの設置。小中連携の充実。生涯学習施設の充実。 

11 悲しい時は泣き、嬉しい時は笑う。「感動」する心を持った子どもをこの地域で育ててください。 

12 少子化等の原因から中学校の部活が少なくなっている。隣接校で合同で実施すべき。 

13 
文化施設、体育・スポーツ施設を希望する人が利用しやすくするため、交通アクセスの利便性を高めることが必要と思う。ミニバス（恵庭のような）の運行を考えてはどう

か。（中央バスは採算優先で、利用者への配慮が足りない。バス時刻・本数など）。 

14 利用できる施設が近くになければ二の足を踏む。 

15 一番目指して欲しいのは多種多様な人間一人一人を認め合い尊重できる素敵な地域になることです。 

16 

児童センターや児童館など学童クラブに行かない子どもたちや中学生、高校生が気軽に立ち寄り、学習することができる施設を（現在ある建物や利用されていない建物を工

夫して）増やしてほしいと思います。高齢者の施設だけでなく、下校したあとにちょっと立ち寄って話ができるような子ども（小中高）主体の施設、子どもを守る施設を作

ってほしいと願います。 

17 健康とは、食生活だったり、豊かな心だったり、睡眠だったり、これらは身体にどう影響するのか。なぜ大切なのかを知る。 

18 子どもたちへの教育は重要である一方で、社会人となった大人たち、高齢者など、あらゆる年齢層が学び続けられることが望ましいと考えます。 

19 
通常級におけるグレーゾーンの LDを早期に発見し、支援する専門的教員とシステムづくり。芽室町が全町をあげて取り組んでいる幼児期からの読み書きのスクリーニング

とその支援を是非参考にして、各々の子どもがもつ様々な能力を発掘し、育てていくシステムを検討する時期。特に発達障がいの中の LDについての施策が遅れています。 

20 
多彩な才能を持った人（市内）が講座や教室を開催する機会を設ける。また、市民が学ぶ機会を設ける。幼児から高齢者まで多様に多彩にあると学習気運が高まるのではな

いかと思います。 

21 

教育の現場（先生）で自分の受け持っている子どもの性格をもっと知ることが足りないように思う。自分の言う事を聞かず授業をせず外に出る子ども（特学の授業を受けて

いる子どもに対して自分本位で考えて行動しているのがみられる。特に北の台小によく見る・よく聞く。子どもの家族としっかりと何回も話し合って欲しい。しばらく様子

を見て改良されないようなら道教委に申し出ることもあり議員（道議・国会議員）に申し出る事もある。よろしくお願いいたします。 

22 教師の過重労働負担の軽減。より研究し質の高い教育を子ども達に提供するため。 

23 

・教育施設等の地域差への対応。 

・日常的な子どもの活動場所・機会の確保（児童館・広場）。子ども同士の関わり、集団の中での遊びの中で、主体性が育まれると思います。昔は、自然と子どもたちが集

まって集団での遊び、活動が出来ていたと思いますが、子どもの減少・一人っ子の増などにより、そういった場面が減ってきているように思いますので、将来の社会をしっ

かりとになってもらうためにも、活動の場・機会を提供し育成支援していくことも求められていると思います。 

24 読んでみるとどれも重要なので、これ以上のことを望むとブレる。 

25 

幼児期よりコミュニケーション能力、人と人の信頼関係を豊かにすることを重視し、小中学校でも受験対策的な勉強に力を入れるのではなく、人としての基礎・土台をつく

れるようにすれば、おのずとそれぞれが自分の好む、成すべき方向を選び取ってゆけると考えます。次の学校へ行くためのステップの小中学校ではなく、本来の人としての

生き方を学べる教育を北広島の特色としてほしいです。 

26 ボールパーク構想の様な一見市民個々に必要な構想のように宣伝されているが実際は「もうけ主義」の追求に他ならない事業を一寸立ち止まって考える必要があると思う。 

27 教職員の働き方改革を他市町村をリードする形で進めて頂きたい。教職員数の増や業務の精選（業務量の削減）に、市としても積極的に取組んでいただきたい。 

28 小学校への図書館司書の配置。小学校へのスクールカウンセラーの配置。特別支援員や介助員だけでなく、市独自の学習支援員の配置（小中学校）。 

29 

本校の SCの活用状況をみると生徒よりも保護者自身の相談が多く、病んでいる親や家庭が多いと感じる。家庭環境、生活環境の改善が生徒のために必要な家庭も多い。対

応する生徒や親は同じなのでソーシャルワーカー、民生・福祉の部署と教育委員会が一体となって連携協力するような組織が必要と感じる。石狩市では不登校の予防や解消

で大きな効果を挙げている。 

30 
学校現場は、設問５の項目それぞれにおいて大なり小なり取組んでいます。より充実させるために、予算や人材が厳しい中ではありますが、職員を増やしていただけると大

変助かります。自らの業務の精選は進めていく前提として。 

31 全国に先駆けて小中学校での朝食タイムを考え、心身ともに健康な子どもの育成を目指したい。多様な職業観、勤労観を育むため、色々な職業実践を行い情操を高める。 

32 幼保小中高、特別支援学校との連携。学校教育と福祉部、子ども家庭課とのさらなる連携、予算・人員配置を強く要望します。 

33 
大阪の取組、民間の活用による中高一貫によるグローバル外国人教員の学校のイメージとして、幼稚園、小学校のジュニアスクールからの発展も視野に入れる方向性があっ

ても良いと思います。 

34 学校施設の環境整備。 

35 

成人年齢の変更もあり、誰もが消費者との自覚をもつように、消費者教育の推進を充実させて下さい。 

青年年齢を引き下げる改正民法が成立しました。2022年 4月より、20歳から 18歳になります。これまで「未成年者取消権」で保護されていた 18歳から 19歳の若者は、対

象から外れます。早いうちから、消費者教育の取り組みが重要です。 

36 
ITが使えない高齢者のための情報伝達方法を考えていかなければなりません。地域の回覧板においても、その内容を理解する力が衰えています。異年齢のコミュニケーショ

ン行事が増え（もちつき、昔遊び等）、皆にやさしい社会・地域にしていきたいです。 

37 スポーツの重視は重要。北広島はこの件に関しては、十分であるのに比べ、文化芸術の重視がもっと重要にすべきであると思う。総じて北広島は住みよいと思います。 

38 現在老朽化した施設を復旧させるなど、考える事が必要では。市民が使用しやすいのが一番では。 

39 様々な保護者がいる中大変だと思いますが、先生と生徒が信頼し合って教育を行える環境の整備も必要だと思います。 

40 現在の市職員での力量に疑問を感じる。数年に一度の職員の移動を最小限にし、プロフェッショナルな人材を育成しつつバランスがとれた形を望みます。 
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№ 自由記述 

41 
「自然豊かな街」のフレーズや「緑の基本計画」など整備され「花マイスター」などの制度もあるのに、これだけの森林が多いにも関わらず、林務は農政課に置かれるなど

直轄の部署すらないのが残念です。 

42 25ｍの競泳用温水プールの建設を希望します。 

43 人を育てる施策を重要視し、必要であれば施設・設備を充実させる。箱物行政に陥らないよう取り組んでもらいたい。 

44 スポーツだけでなく芸術文化に対しても振興を図って頂きたいと思います。 

45 

市に対して様々な分野（団体）からの要望が寄せられてくると思いますが、総花的な対応ではなく、どこに重点を置き、どのように施策を進めていくのかを明確にして行政

を進めていくべきと考えます。北広島として本当に必要な施策であると判断したときは、その施策１本に絞り、集中的な予算配分を考えることがあっても良いと思います。

何となくはダメです。 

46 年寄りの意見や考え方は、できれば無視する。 

47 

毎年市民大会等で市役所に後援依頼、市長への大会出席依頼をしております。お陰様で後援をいただいておりますが、市長の出席をいただけず、子ども達は「千歳の大会に

行くと市長は毎年来るのに何で北広島市長は来ないの」と尋ねてきます。上野市長、ご多忙とは存じますが、子ども達のためにも是非大会来賓としてご出席をお願いしま

す。 

48 今後の目標や方向性が決まりましたら、進捗状況と評価することをお願いします。 

49 
教育の目的の一つである社会に生き抜く知識や技術を身につけることですので、低学年は体力向上、高学年は読書、ボランティア活動を重視したいものです。ゲーム主体の

子どもの習慣を変えたいものですが、学校＋家庭＋地域との連携の強化を図る。 

50 運動できる施設の月曜日の閉館をやめること。 

51 
学習もスポーツに関しても、信念をもって取り組むリーダーの存在がとても重要と考えます。中途半端な知識や実力のリーダーでは何事も中途半端に終わってしまうと思い

ます。 

52 
小さな声（市民の声）をもっと確実に受け入れ検討する姿勢を考えて欲しい。（例）市民温水プールの設営、和（日本）的授業（舞踊、尺八、琴、お花、お茶、俳句）の体

験学習。 

53 保育指導の充実。 

54 社会教育的な施策に教育行政が方向付けしようとするのはおこがましい。社会教育関係職員の就業の場を作っているようなもの。必要とされるハード面の充実が望まれる。 

55 
家庭での生活に支援できるような教育体制が大事。学校自体が忙しすぎているので一人一人の児童生徒をちゃんと認めていけるようなお互いを助け合える学校生活ができる

ようにしてほしい。 

56 
設問２も５もどれも重要と言えば重要で答えにくい設問ではないでしょうか。また、どれもこれもという総花的でありしぼりにくい。ということは、どれもこれも中途半端

になりがちに。いくつかの柱立てをして、共通なものに「本気で取り組む」ことなど精神的な柱にとしてみては。 

57 前問と同じく全部重要以上だと思います。少しでもこの設問に近づけるよう皆で努力しましょう。 

58 民間で責任がおろそかに成る様に思える。機密の漏えいが心配。 

59 

全道規模の大会会場がないため全道大会は他の市町村で行われており、地元では出来ない。施設がないので、全道レベルの大会は出来ないし、指導体制も充実しない。前々

回の基本計画の策定作業の中で人材より施設と云って充実しました。あれから 20年人材は充実したものの当日活躍した人材は高齢化しましたので、新しい人材の発掘が望

ましいと思います。（自分も含め。）第一回の長期総合計画策定の結果、総合運動公園・総合体育館・自転車道路等多くのことに取組み、昨今完成して大変スポーツ関係に

携わった者にとってはありがたかったです。大きな目標を持った件数が完成度の確立が高かった方であったと思う。今後はこれら立派な建物、考え方を利用を生かしていく

つもりです。 

60 設問の通り取り組もうとするならば、現状の人員で補えるのでしょうか。 

61 道外での全国大会に出場する（スポーツ・芸術とも）選手に対して補助金（助成金）を支給し、芸術・スポーツの拡充を図る。 

62 教育の場でお年寄りと子どもたちが触れ合える異世代の交流の促進を図ること。 

63 
子どもは思春期は特に驚くべき集中力と成長を示します。そのような時期に取組みたい目標を見つける機会を多く用意する必要があります。優良な文化・スポーツ団体を見

つけ、その団体を適切に育てていく施策が求められます。。 

64 北広島市が住みよい街とされています。市民も北広島市を再確認していくことが大切だと感じます。 

65 少子化社会で独自で魅力ある教育環境。 

66 

①公民館（中央公民館等）を月初めに使用申込する際、部屋面積が余り変化しないのに、使用月の１月前又は３月前と違うので統一してほしい。１月前では周知するのに遅

い。 

②公民館の設備ですが、音響を入れて欲しい。 

③音響の使用料は有料にし、修理等管理に充当する。 

67 スポーツ活動＝グラウンドの確保・整備を特定の球技種目団体に任せず、市と団体（協議種目団体）一体となった球技場と周辺外周のメンテナンスを。 

68 
良い施策を提案する個人の意見や活動をどんどん取り入れていける行政であってほしい。そのような窓口を常に置き、一緒に考えて実現していけるような取組みをして欲し

いです。 

69 BPの誘致が決定したことで北広島の様相も様変わりすることから、BPに連動させた教育の考え方も必要になると思う。 

70 
難しく全部回答することができませんでした。子ども達の育ちと学び（学校教育）に関することが中心のようですが、設問 5は市民に関するものもあって簡単には判りませ

んでした。学校での日々の教育活動の中で、どの子も意欲的な勉学活動に取組める環境をつくるような視点が大切だと思いました。 

71 

子どもの成長に最も大切なのは父母から愛されている経験、思い、それがあってこそ幼児～児童～学生～大人へと一人の大人として人間として完成していくものだと思いま

す。家庭・学校・地域が一体となっていいと言う前に、乳幼児期からの子育て支援に重点を置くべき。愛情を注ぐそのすべを伝えてあげて欲しい。すでに成長途中の子供た

ちには設問１～６に努力していただきたい。「教育」は楽しく面白いものであれば自然にやる気がでるものです。教師の質の向上と教育者のゆとりある職場と評価に頼らず

人間として人を見て子どものためを第一として考えて欲しい。願う!! 

72 

全国でいじめ、不登校、自殺が起きている。教員は日ごろの言動から注意人物を把握していると思うが、対応が遅れた結果、事故が起きる。教員は自分の指導の不足部分を

上司に補ってもらうよう情報の伝達を適宜行い助言してもらう体制を整うようにすべきである。常に起こり得る問題であるので、自分の責任を責めるばかりでなく、全体の

問題として取り上げるべきである。また、管理者は体裁を先行させるのではなく、解決のために一層尽力すること。こどもは親の宝、自治体の財産、国家の資源である。大

事に守るべきである。 

73 働く親と子どもたちへのサポート（学童の札幌との差が大き過ぎる）。 

74 中学生の通学時の鞄の重さを軽減すべきでないだろうか。現状の体験を教師も一週間位連続してやってみては如何か。 

75 市内の体育施設の拡充。月曜休館日を営業する。もしくは交代でどこかの施設を開放する。 

76 市内の体育施設の拡充。月曜休館日を営業する。もしくは交代でどこかの施設を開放する。 

77 

負の連鎖を断ち切ってください。貧困の環境下で育った子供は親と同じ様な生活習慣に戻って行き、生活保護やコミュニケーションエラーといわれる仕事の仕方で自分を追

い込みます。時間はかかりますが、50年前の昔が今の負の遺産です。子どもの平等な教育。どこを無償化するか。自治体独自の使いみちを考えてください。これでは、先

生、保育士、看護師、医師、役所の方々、人材不足で夢も希望ももてません。我々大人は損得考えず社会の一員としてまだまだ貢献すべきです。（数は少ないかもしれませ

んが、もっと本気になるべきです。） 

78 札幌市の若者支援施設 Youth+のような場所を JRやバスの駅近くに作って欲しい。 

79 高齢者や子育て世代への援助を手厚くする。 
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№ 自由記述 

80 サークル活動について活動する為の予算援助があると良い 

81 体づくりの楽しさ スポーツの楽しさ 

82 ボールパークができることによって治安の悪化が気になる。安心安全の対策を考えてほしい。 

83 

小児科医、産婦人科医を呼ぶ。 

共働きによる、小学生の放課後の安心できる預け先の確保。現在の学童について、場所によって取り組みにばらつきがあるとうわさを聞いた。北広は時間までじっとさせて

いる印象。他市では、色々な体験をさせているところもあるらしい。そこでは、子供も楽しく行っているようだが、残念ながら、北広は子供が行きたくなくなって、やめて

しまう子が多いと聞いた。数年後、小学校に入るが、今からどうしようか不安です。 

84 
給食が和食中心、無農薬・自然栽培の野菜等積極的に取り入れて下さる子どもたちの健全なからだづくりにも、がんばっている農家さんの買い支えにもなり良いこと尽くし

のように思います。食育が広がり、子どもたちのからだが強くなることを望みます。 

85 

子どもたちが安全に戸外で遊べる環境。不審者対策。パトロールを増やしたり、地域と協力したりなど。毎日常に親が子どもについていくわけにはいかないので。子どもへ

も伝え、教えていますが、子どもなりの人間関係やつながりもあるので、どのような人が危険かもあいまいだし・・・。 

・小学校の先生方の質の向上。 

大変なお仕事だとはわかっています。しかし塾へ行かないと授業だけだと理解できず、身につかないとも聞きます。人にもよるのでしょうが、今の時代にそぐわない授業の

仕方や子どもへの関わりあるのではないか・・・とも思います。教諭の方の環境を正しく整えて、少しでも授業へ集中できるような環境を作っていく必要があるのかと思い

ます。※保育もしかり 

86 

学校のクラスの人数をへらす。 

今は 1～2年が 35人、3～6年は 40人。学力のことを考えたり、「めざす子ども像」をより実現するためだったり、教育の充実を図るためには今よりも少人数で行なって細

かな対応ができる体制が必要だと思う。 

87 

小中学校の遠さ、防犯面の不安、学童を児童会館にする、など遠い未来を考えるより、近い、今考えなきゃいけないことを優先してほしい。西の里の子には私立中学の支援

をして欲しい。あのきょりはない！！ほんと冬の夜歩いてみてほしい。 

学童も、西の里と虹ヶ丘で塾ができてるので、（バス通のせい）共通で気候を気にせず遊べる場所がほしい。 

88 

幼稚園や保育園と小の連携、小中連携としているが、本当に当事者に必要な連携のとり方をおねがいしたい。保と小の連携といって参観日後に、双葉小の教師がきて、話を

きいたが、双葉入学者はきいた話、他校入学者に対しては、何の配慮もなく、誰にも役に立っていないのが現状。園長に言ったが、「保と小との連携は双葉としてますの

で」とかえされた。だれも質問する気にならない。したくても、自分のかよう学校のことはわからないからできない。教育委員会や 3校の事情のわかる人がきてほしい。ま

ず、質問の時間が設定されていなかったことにおどろく。先生のなつかし話はいりません。質問がでるような、考えをめぐらせられるような話をしてほしい。言葉や形だけ

でなく、もっと意味あるものにして下さい！ 

89 
様々なサービスや活動を行っているのであれば、その内容を広く知らせ、必要としている人に届ける努力をもっとして欲しい。本当に求めている人、助けを必要としている

所に届いているか？常に考えるべきかと思う。 

90 他の地域よりも 1歩、2歩魅力的な教育。（英語を中心にするとか）があれば、子育て世代からも多くこの市に集まってくるのではないか。 

91 ネット社会の怖さ、正しい使い方 

92 

どの教育施策にも言えることですが、教育予算があがらなければ、できるものも難しくなると思います。「現状でできることを・・・」と言っても、今の学校や人員では負

担になるばかりで、教育の質は低下していき、どの教育施策も機能しなくなってしまうのではないかと懸念しています。 

教育予算をあげるまたは見直しをかけ、教員を増やし、少人数のきめ細かい指導ができるようにする大人（教員・親など）が余裕をもって子供を見れる体制をとるなどが必

要かもしれません。 

進めていく中で、現在とりくんでいることも一度精査し、ことによっては止めたりするものもあるかもしれませんが、本当に必要なことを選択し、教育の現場に生かしても

らえるとよいと思います。 

具体的なことが書けなくすみません。学校現場などに「○○のことよりも、こちらの方に力を入れるべき」などの意見を聞き、具体化して取り組むことも大切かと思いま

す。 

93 主食費を毎月支払っても市保育園の 3歳以上児の完全給食を実現してほしい。持参した冷えた白米ではなく、温かい白米を食べることが食育に大事だと思う。 

94 
・共働き、ひとり親世帯へのサービス等。（首都圏で問題になる小学校 1年生の壁は学童では解消できていない。） 

・設問にある教育施策は割と細かくやってくれいていると思うが、特にサービス関連を利用できる市民の認知度が低いと思う。もったいない・・・ 

95 子供の基本的な生活習慣の確立などは家庭の責任に重きをおいてよいと思う。市民の過度な要求に振り回されずに理想の教育に向かい進んでいってもらいたい。 

96 中学校を自由に選べる（校区にとらわれない） 

97 

・図書館の自習室をもっと広くしてほしい。ある施設を開放して 50名くらい確保！ 

・水遊びができる公園が少ない。噴水公園を作って！ 

・年中使える温水プールを作ってほしい！ 

98 小学校から中学校への連続的な教育のつながりはあると存じていますが、それを幼稚園・保育園まで広げていただければと思います。（既にありましたらすみません） 

99 個性を伸ばす機会 

100 交通が不便で通う高校が限られてくるので、バスの本数などを増やしてほしい 

101 設問が難しい、あまりに抽象的ですが、このアンケートで何か見えてきますか？あまり意味を感じませんが・・・ 

102 

幼児教育にも力と予算を入れてほしい。対応する職員の志気向上は不可欠。 

ファイターズばかり力が注がれ予算も注がれているように思う。 

市内の遊具は小さい子が安全安心して使用できるものがない！！ 

子ども達に豊かな経験を！！ 

103 
ボールパークを機にスポーツの経済面だけでなく本質（楽しさ）を追求していくことものぞみます。人工芝より天然芝をえらんだ日本ハムの考えは選手を大切にするという

考えです。これらを参考に！！ 

104 
北広島市はわりと施設が充実しているので、、教育内容の充実を求めます。子供には住みやすい市（子育て支援が充実していると感じます）だと思うので今後は中年や高齢

者も教育を受け直したりできるようになると尚良いと思います。 

105 
今後予算も減る一方でしょうから、文化もスポーツも学問もというのは無理では？何か一つにしぼってお金をかけた方が特色が出るのでは？ボールパークがくるからとスポ

ーツなどの振興には反対です。もっと生きていくことにかかわる農業や環境問題の教育を充実させて欲しい。 

106 小学校・中学校・保育園などの老朽化を見直してほしい 

107 
働く家庭そして、核家族化が進んでいるので、学力向上にむけて、学童クラブでは、もっと積極的に学習できるようにしてほしい。4500円もかかっているので、あそばせる

だけではなく、学習かんきょうをととのえてほしい。学習じゅくなども充実させてほしい。総合病院も北広島市内にほしい。夜間小児科対応できる病院もほしい。 

108 No.11の設問について、いじめや不登校がある前提で考えられるのではなく、それらをどう無くしていくかを考えることが重要であると思います 

109 
未来あふれる子ども達のためになるような税の使い方をしてほしい。頭の良さも大切だと思うが、人間力を高め、人に優しくできる心を育てる教育をしてほしい。いじめら

れてる子が一人でも減る教育を望みます。 

110 行きやすい大きな図書館、科学館や水族館など子供が楽しみながら学べる施設があると良いと思う。 

111 市には全体的に子供向けの施設が少ない気がします。子供も連れて行ける飲食施設などがもっとほしいです！！ 

112 教育についてそもそもアンケート形式で意見を聞くことがまちがいであり、素案をまず示した上で意見を問うべきである。 
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№ 自由記述 

113 妊娠・出産・育児について、女性のライフステージの変化を男女共に学ぶべき。 

114 各小学校や中学校で合同でなにか一緒にやれる事があれば良いと思う。小学校なら今は３～４年生ドッチボール大会。そういう行催を増やしてほしい。 

115 
設問５－２３～２４に関して、競技スポーツに対し、競技スポーツ指導者への子供に対する“教育を行う者”という指導を行う必要を感じる。スポーツを通して何を学ばせ

たいのか、わからない指導者も少数であるが存在しています。あと東部小学校地区にも児童館を作ってほしい。 

116 設問５の内容で良いかと思います。 

117 スポーツの支援の仕方が偏ってると思います。もっと広くみて下さい。 

118 
恵庭の小学校などでは取り組まれている様ですが、自然の家から学校に数日間登校し、その間の生活を子供達が自分で考え、計画や行動をする。・・・という様な、自主性

を早いうちから、子供達に学ばせる事はとても重要だと思うので、北広島市にもぜひ青少年自然の家を教育施策の一貫として設立して欲しいです。 

119 学校自体の個性、特長を生かした教育。 

120 西部中学校の部活を増やしてほしい。スポーツを続ける生徒が他の中学校へ行かないといけない。 

121 野球にだけ力を入れず他のスポーツ施設も充実させるようにして欲しい。 

122 

小中一貫と言っているが、うちは西部地区なので、中学生になっても小学校のメンバーと変わらず９年間同じメンバーの中で学力、人間性の向上が望めるのか疑問です。ま

た、各学校によっても取組が全然違うので、住む場所により当たりハズレがあると思います。市全体でもっと統一した教育を望みます。塾や習い事の場も少なく、うちは全

て札幌に言っています。学校以外での学習の場の充実も考えてほしいです。図書館は新しい本などが多くあり、とてもいいと思い、利用しています。 

123 
子ども夢チャレンジのような企画がもっと人数枠が広がり、たくさんの子どもが自由に夢に近づくチャレンジができるといい。学校だけでなく、地域の人などに子ども達の

姿を普段から見てもらう機会が増え、第三者からみた子どもの良いところなどの情報を自由に交換できる場などがあるといいと思う。 

124 
小学校で学んだ教育・学力を中学校で生かされないことが残念です。小中一貫教育を目指し取り組んでいるわりには中学校教育（一部の教諭）に疑問を覚えることがありま

す。思春期で難しい年頃だが、まだ成長段階なので一人ひとりに向き合って教育して欲しいと思います。 

125 駅に行くまでの交通手段、バスがなく、周りは自家用車で送り迎えしているので不便。 

126  確かな学力を身につけるため、レベル別でも良いのかと思います。 

127 
 思春期にある子どもたちが健全な体を作れるよう、食や生活についての啓蒙。朝食を欠くデメリットや夜更かしが体に与える影響等（喫煙含む）未来の体を守るための教

育が大事だと思います。 

128 

 近所に公園はありますがボール遊びが安心してできる公園はすごく少ないと感じています。以前も公園でサッカーをしていたところ、近所の方にやめるように言われたそ

うです。川の近くの公園ではボール遊びができますが柵が低く、ボールが落ちると取に入ることができないところです。何か、子ども達がのびのび遊べるところがあるとう

れしいのですが… 

129 スポーツ振興の基礎となる少年団活動への助成をもっと考えてほしい。 

130 
ボールパークを機に、スポーツの経済面だけでなく、本質（楽しさ）を追求していくことものぞみます。人工芝より天然芝を選んだ日本ハムの考えは選手（人）を大切にす

るという考えです。これを参考に！ 

131 
小中一貫というのはわかるが、それはそもそも学校・子ども・家庭の三者がかみ合ってのものでは？ 小・中に子どもがいるが、土曜参観の日が一緒だと、懇談・レクも重

なり、満足に見れない。保護者が子どもをじっくり見ないと！ 今は見れない。同日参観だと。次年度の変更を求めます。 

132 中高年者にとってのベッドタウンであることは続いているため、生活サイクルに合わせた施設の充実を望みます。 

133 いじめの早期解決のための整備が必要だが、「いじめをうけとらない」ための自己肯定力を育てる教育を取り入れるべき。 

134 １つの目標に向けて、同じような子どもを育てるのではなく、多様な個性が育まれるような教育を期待します。 

135 
幼児教育に力を入れる事は良いが、「幼児が預けられる環境がある」という事がイコールではない。「保護者教育」の目線も必要。寂しい思いをしている子どもを増やすこ

とになる。教育委員会がもう少し保護者に対しての対応をしっかりすべき。 

136 今のままで十分に満足しています。子どもたちが安心して生活できています。いつもありがとうございます。 

137 

子供が野球を始めて、じき１年がたちます。ドラフト会議で市内の大学生が日本ハムに指名を受け、輝く姿は、望みが叶うのを近くでみることのできたステキな時だったと

思います。あこがれや夢が現実となっていくのを体感し、自分もかくありたいと何か目標に向かっていってほしいと思いました。ボールパークの街に育つのも何かの縁、こ

れからも北広島の力に期待しています。 

138 全道大会だけでなく、普段のスポーツ活動（習い事）の補助があれば、選手育成になるのでは。習い事にお金がかかりすぎるので、出来ることに限りが出てしまいます。 

139 
・確かな学力、個に応じた指導、プログラミング、道徳、外国語等、多様で大量の教育課題に学校が対応できるように、常勤の教諭を増やしてください。 

・3学期制から 2学期制へ。近隣市町村は 2学期制ばかりです。強く希望します。 

140 小中一貫教育は、いいと思います。 

141 
ボールパークにたくさんのお金がかかるので、教育や福祉に十分な環境整備や支援が行き渡っていくのか、とても不安です。素晴らしいボールパークより、たくさんの自然

と優しい方の多い住み良い北広島を大切にしていただけると嬉しいです。 

142 きめ細やかな指導や支援を学校で行えるように学級の児童の数を 30人以下にする。そのための施策をぜひお願いします。 

143 

札幌から若い子育て世代を呼ぶために教育単体で考えず、市全体の施策として考えてほしい。 

・北広島なら学力が高い、塾に行かなくても良い 

・地域の力を利用した教育 

・先駆的な教育 

⇒人口が少ないことを強みにし、個別性やきめ細やかな支援に重きを置く。 

⇒教育特区としてブランド化すれば良い。 

いつも札幌の背中を追ってばかり。繁華街や風俗業も少ない北広島だからできることなのにもったいない。 

144 グローバル社会において、外国の姉妹都市の積極的な交流会、懇談会が老若男女で参加できる年１回補助金、助成金で行えるように振興を図ること。 

145 日本人としてのほこりを持つ教育 

146 
12番はどういったことなのか不明。家庭と学校の連携は大切だが地域の連携はよくわからない。見守り隊の方々には日々感謝しているが、高齢化の中、今後も継続されてい

けるのか、自分たちが協力していけるのかも含め、不安です。 

147 ボールパーク内に Winterスポーツの強化センターのようなものを作り、閑散期に利用できるようにする。北海道のフィギアスケーターが欲しいです。 

148 TT、少人数、個に応じた指導・支援の充実、授業の質向上のため、各学校の常勤教員の定数増を希望します。 

149 支援学級の子供達が１人１人に合った教育と向上が望めるように。 

150 設問がわかりずらい。 

151 
市民との交流の機会を増やして地域社会の一員として成長できるような施策も考えていって頂きたいです。 

小中一貫のメリットはあまり感じません。それよりも全国各地の教育現場での先進的な取り組みを積極的に取り入れてほしいです。 

152 アクティブラーニングによるアウトプットの実践 

153 家族の大切さ 命の大切さ 思いやりのある社会の実現にむけてぜひ感動できる子どもを育てて下さい。よろしくお願いします。 

154 土地が沢山あるのでオムニュート室内を作ってほしい。 

155 
・教員への教育指導 

・言葉づかいの悪い教員や、生徒に対して酷い態度の教員が多い。教員の質の低下が気になる。 
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№ 自由記述 

156 
交通の便が不便な事。高校生になったら、バス通学を考えると、西部から北広島高校へ行くには、どのようにいくのか？ 

逆に西部から札幌へ行く場合や、今後ボールパークが出来る事で将来的に北広島の交通もうがどうなるのか？ 

157 

昔は子供達が図書館で勉強したりしていましたが、今は禁止されているようで、自由に使える自習の広場のような所があるともっと勉強するのではないかなと思いました。

家に集まって勉強会をする事もありますが働くお母さんがほとんどの今、中々むずかしくなっている雰囲気があります。児童センターで勉強するのも小学生まで…といった

感じです。 

158 他校との交流 

159 市民が気づく取組に期待します。 

160 地域の人たちと密な関係。 

161 少数人数で教育する環境。（クラスの人数が多くなって、先生方は細部まで目が行き届くのか。） 

162 
どんなに子どもに学習力・教養を身につけさせたくても、低所得家庭には限界があるし、高所得者だけが良い環境での教育が学べることに不公平感を感じる。もっと支援や

援助があるといいと思います。 

163 特別支援コーディネーターの先生は全学校に常にいてほしいです。 

164 

札幌市との学力の差が大きいと言われているので、学力の向上をお願いしたいです。中学校でも習熟度別のクラス分けにしても良いのかと。学力が全てではないと思うので

すが、意欲が高いクラスにいると自分も頑張ろうと思うこともあるので。今は成績が良いと思っていても、クラス内、学校内のことなので。受験とは他学校の人もいること

なのを考えて、勉強できると良いと思います。 

165 
中学校の部活の衰退が気になります。生徒数の減少もあり仕方ないことかもしれませんが、部活に魅力がないと思います。部活数が少なくて選べない、せっかく入部しても

練習場所がなかったり、指導できる先生や指導者がいないなど・・・。市として今後どのようにしていったらよいのか、考えて頂きたいと思います。 

166 
西の里中学校に関するお願いです。女子運動部は、テニス部しかありません。にもかかわらず、学校にテニスコートがありません。練習は市民コートで、しかも、市民優先

なので、満足のいく練習ができない状況です。この現状の改善をお願い致します。 

167 
・子供達が放課後自由に使える運動広場が身近にあると嬉しいです（遊具のある公園はボールの使用やスケートボード等禁止されているので）・IT関連やネット社会のマナ

ーを指導してほしいです 

168 

今後は少子化が進み、小・中学校も合併することが多くあると思うが、それぞれの小中学校に特色※を持たせ、市内どこにでも通学できるようにするなど、他市町村とは違

ったオリジナリティのある、個性を大切にする教育を行っていってほしいと思う。（※例えば、美術系、運動系、外国語系に特化した強い部活や授業を受けるなど）グロー

バル化に負けない人材の育成、早いうちに個性を見つけ伸ばしていくことのできる教育 

169 児童会館をぜひ設置してほしいです。放課後、土、日、長期休業（特に冬）友人宅に依存しない、安心して遊びに行けるところを設備して下さい。 

170 
すみません。最初から最後まで、実現すればいいなという質問ばかりで「重要ではない」に付ける人はいるでしょうか・・・。何のために聞かれているのかわからないアン

ケートでした。「Yes」以外の答えにならない内容だと思います。 

171 個人（一人一人）を認め、尊重する教育 全ての人が同じではないという教育 

172 
中学生の通学カバンが重すぎます。西の里地区は学校が遠く 40～50分歩いて通う子供が多いです。その道のりを 10～15㎏もあるリュックを背負っての通学は、子供の体の

成長にも悪影響があるのではといつも心配です。何とか助けてください。 

173 

・人は生まれながらにして平等であるために、裕福な家庭の子も貧困な家庭の子も同じ様に将来の夢を持って頑張れる様、支援をお願いしたい。 

・昔は教師にあこがれて（良い先生と出会って…）教師を目指す子も多かったが今の子どもは先生を尊敬しているだろうか…と感じる。先生の教育も必要では？と感じるこ

ともある。 

174 学校図書館に常時司書教諭を配置してほしい 

175 ファイターズに依存せず、市の規模に見合ったスポーツ環境、スタイルを模索するべきだろう。プロ選手のセカンドキャリアと市民交流が妥当な所では。 

176 小中一貫教育も大切ですが、中学校統合に向けての取り組みを進めてほしいと思います。スポーツ振興を図るためにももっと中学の部活動が盛んになるといいと思います。 

177 

中学生のうちに、様々な仕事にふれ合う機会を増やしてほしい。職業体験または中学校に仕事の紹介ができる人に来てもらう（都合のあう人もしくは依頼する）。市の職

員、自営業の方（美容師・食べ物やさん）楽器を演奏する人、学校の先生、研究員、スポーツをする人など。出来るだけ沢山の職業の話を中学生に聞かせる機会をつくって

ほしい。（中学生に聞いてもらいたい） 

178 
学校の規模が違い過ぎて、やりたい部活がやれないなど同じ北広島にいても格差を感じます。小さい学校の良いところも、もちろんあると思いますが、子どもの世界が狭い

感じがして残念です。 
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＜資料２‐１＞ 児童生徒対象アンケート調査結果 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計

12 9 21 12 8 20 12 8 20 11 8 19 12 8 20 12 8 20 12 8 20

3.7% 2.2% 2.8% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7% 3.4% 1.9% 2.6% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7%

209 245 454 221 247 468 195 233 428 295 357 652 299 365 664 216 242 458 287 341 628

64.5% 59.3% 61.6% 68.2% 59.8% 63.5% 60.2% 56.4% 58.1% 91.0% 86.4% 88.5% 92.3% 88.4% 90.1% 66.7% 58.6% 62.1% 88.6% 82.6% 85.2%

77 113 190 64 128 192 80 134 214 17 42 59 9 29 38 75 114 189 22 57 79

23.8% 27.4% 25.8% 19.8% 31.0% 26.1% 24.7% 32.4% 29.0% 5.2% 10.2% 8.0% 2.8% 7.0% 5.2% 23.1% 27.6% 25.6% 6.8% 13.8% 10.7%

35 18 53 16 14 30 23 21 44 3 1 4 4 1 5 32 9 41 5 0 5

10.8% 4.4% 7.2% 4.9% 3.4% 4.1% 7.1% 5.1% 6.0% 0.9% 0.2% 0.5% 1.2% 0.2% 0.7% 9.9% 2.2% 5.6% 1.5% 0.0% 0.7%

4 8 12 4 7 11 2 4 6 0 0 0 0 2 2 0 5 5 0 0 0

1.2% 1.9% 1.6% 1.2% 1.7% 1.5% 0.6% 1.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.3% 0.0% 1.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0%

3 4 7 7 9 16 11 14 25 3 0 3 5 3 8 12 12 24 2 3 5

0.9% 1.0% 0.9% 2.2% 2.2% 2.2% 3.4% 3.4% 3.4% 0.9% 0.0% 0.4% 1.5% 0.7% 1.1% 3.7% 2.9% 3.3% 0.6% 0.7% 0.7%

324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

設問５ 設問６ 設問７

合　　計

設問１

回　　答

設問２ 設問３ 設問４

わからない

思わない

あまり思わない

どちらかと
言えばそう思う

そう思う

無回答

小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計
小学
4年

中学
1年

合計

12 8 20 12 8 20 12 8 20 11 8 19 12 8 20 12 8 20 12 8 20

3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7% 3.4% 1.9% 2.6% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7% 3.7% 1.9% 2.7%

147 164 311 176 152 328 188 196 384 225 253 478 246 208 454 272 338 610 128 186 314

45.4% 39.7% 42.2% 54.3% 36.8% 44.5% 58.0% 47.5% 52.1% 69.4% 61.3% 64.9% 75.9% 50.4% 61.6% 84.0% 81.8% 82.8% 39.5% 45.0% 42.6%

126 169 295 81 137 218 77 116 193 57 80 137 51 131 182 32 55 87 92 117 209

38.9% 40.9% 40.0% 25.0% 33.2% 29.6% 23.8% 28.1% 26.2% 17.6% 19.4% 18.6% 15.7% 31.7% 24.7% 9.9% 13.3% 11.8% 28.4% 28.3% 28.4%

53 26 79 78 38 116 55 34 89 41 19 60 37 7 44 4 1 5 48 44 92

16.4% 6.3% 10.7% 24.1% 9.2% 15.7% 17.0% 8.2% 12.1% 12.7% 4.6% 8.1% 11.4% 1.7% 6.0% 1.2% 0.2% 0.7% 14.8% 10.7% 12.5%

4 9 13 8 23 31 7 27 34 5 26 31 2 12 14 1 2 3 27 23 50

1.2% 2.2% 1.8% 2.5% 5.6% 4.2% 2.2% 6.5% 4.6% 1.5% 6.3% 4.2% 0.6% 2.9% 1.9% 0.3% 0.5% 0.4% 8.3% 5.6% 6.8%

10 9 19 15 9 24 11 6 17 5 7 12 17 6 23 6 6 12 31 21 52

3.1% 2.2% 2.6% 4.6% 2.2% 3.3% 3.4% 1.5% 2.3% 1.5% 1.7% 1.6% 5.2% 1.5% 3.1% 1.9% 1.5% 1.6% 9.6% 5.1% 7.1%

324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737 324 413 737

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

そう思う

どちらかと
言えばそう思う

あまり思わない

思わない

わからない

合　　計

設問１１ 設問１２ 設問１３ 設問１４

回　　答

無回答

設問８ 設問９ 設問１０
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＜資料３‐１＞ 成人対象アンケート  
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＜資料３‐２＞ 児童生徒対象アンケート 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期北広島市教育振興基本計画（2021～2030） 

策定に係るアンケート結果報告書 

（平成 31年 3月） 
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